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の測量･測定器

備度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡

付大型両面気泡管等を備えて、水準測董をはじめ

あらゆる測量にこの－台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管：両面型5.2％ミラー付

磁石分度：内径70％1．又は30目盛

高度分度：全円1．目盛

水平分度：5分目盛0-bac帰零方式

望遠鏡：12倍反転可能
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（牛方式双視実体鏡）

コンドルT-22Y 濁
たコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は頂点をｲﾝﾄするだけ〃型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー

スする必要がありません。微小図形から長大図面

まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ

クな姿勢で測定できます｡亨型はあらゆる測定デ
ータを記録するミニプリンターを装備し、しかも

外部のコンピュータやプリンターとつなぐための

インターフェイスを内蔵しています。

〉■直線図形は1頁点をポイントするだけで迅速測定
■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:0.05mmの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用

<特長〉

|薗
X-PLANM6("

■3点ポイントによる円弧処理

■カタカナ表示の操作ガイド

■座標軸が任意に設定できる

■データのナンバリング機能、等
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論 僖
一

森林を巡る国際的な議論の展開

やぎともお

柳朋夫蟻
轟
圭
目
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森林を巡りさまざまな議論が国際的な場で展開されている。森林・林業関係

者にとっては，森林の果たす役割について多くの人々の関心が集まることは，

おおいに歓迎すべき状況と考えられるが，半面，森林・林業関係者に大きな課

題が投げかけられていると考える。

今日のような状況が生まれた原因は，地球的規模による環境問題が大きな問

題となり，これらの課題に対し国際的協調の動きが活発化していることによる。

その1つは，地球温暖化に対する国際的な協調行動への動きの活発化が挙げら

れよう。また，1989年の国連決議により，1992年にブラジルで国連環境開発会

議が開催されることとなり，その準備会合を軸にしてさまざまな国際フォーラ

ムが開かれて環境問題が議論され，その重要な要素として森林が取り上げられ

ていることによる。ここでは，森林を巡る国際的な議論の要点を紹介しつつ，

森林・林業関係者がいかにこれら議論に参画し，可能な森林・林業に関する国

際的協調行動に貢献していくか考えてみたい。

はじめに

世界的規模の環境問
題と森林の位置づけ

(1)地球温暖化との関連

地球の大気がいわゆる温暖化ガスにより暖められ，世界的に気候が変わって

くることが予測され，世界中の科学者が議論を重ね，まだ科学的知見として残

された問題はあるものの，温暖化抑制のさまざまな措置を講じようとする国際

的協調の機運が生まれてきている。

温暖化ガスの主なものは炭酸ガス，メタン，フロン等であるが，フロンにつ

いてはオゾン層の破壊の原因とされ，その排出規制について国際的合意がすで

になされている。

炭酸ガスについては，その大半の排出源は化石燃料によるものとされ，その

温暖化の進展との因果関係についてさまざまな研究がなされてきた。特に有名

なのは，ハワイのマウナロアにおける観測値であり，植物の季節的活動の変化

を刻みつつ上昇を続ける大気中の炭酸ガス濃度のグラフで，これと大気の温度

上昇は明らかな相関を見せている。メタン，フロンの温室効果は，炭酸ガスの

それよりさらに大きいが，総排出鐘でやはり炭酸ガスが重要であり，排出量の

現状維持，ないし抑制が議論の中心となっている。

森林は炭素のストックとして本来大気に対し中立的であるが，森林が開発に
*林野庁計画課
海外林業協力室
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より焼却される，薪炭として消費される，あるいはまた建築用材として使用さ

れた後に焼却される等により炭酸ガスの排出源となる。一方更新された若齢の

森林では，炭酸ガスを吸収・固定する量が呼吸量を大きく上回り，いわば炭酸

ガスのシンクとしての役割を果たす。

炭酸ガスのシンクの役割は，森林ばかりではなくもっとも大きなものは海洋

であるといわれ，その吸収のメカニズムは複雑，膨大なシミュレーションがな

されているが，算出された吸収量は大気中への排出鐙，残存量から推計した吸

収量と比べかなり小さい。すなわちほかにも大きな吸収源があることになり，

まだその原因は解明されていない。

いずれにしてもまだ解明すべき点が多く残されており，特に森林の炭素循環

における役割の解明も急がれている。このために多くの観測，それも超長期に

わたるモニタリングの鱗削整備が求められている。

最近の温暖化を巡る議論の中で森林に求められている役割は，温暖化ガスの

排出規制が経済発展に大きな影響を与えるところから，規制をより緩やかなテ

ンポで行うため，すなわち世界経済を混乱の少ない形で運営するためには炭酸

ガス排出量が増加することは避けられず，この場合，温暖化による影響をより

長い期間先送りするための役割が期待されている。このため，熱帯林の減少の

抑制，新たな吸収源としての森林造成が求められている。

(2)生物学的多様性の確保

近年，これからの有望な産業分野としてバイオテクノロジーを活用した産業

に大きな期待が寄せられている。これまでの医薬品の開発の約半数は自然の動

植物から生産されたという事実からも，将来の利用開発のために生物種の多様

性を保つ必要性が強調されている。また，人間の生活する空間として地球上の

環境が大きく改変されつつあり，その環境指標としての多様な生物種の保全は，

とりもなおさず人間の生存環境の保全につながるものとの考え方も普遍的に存

在する。こうした観点から見ると，現在の経済開発，特に熱帯林の減少，温帯，

寒帯の森林開発が植生のみならず，動物，微生物等の生息の場を大きく破壊し

つつあると推計されている。すなわち，世界資源研究所の推計では(1989年）

500万から3000万種の生物が地球上に存在するが，人間が認定した，あるいは

認定できた種は150万種にすぎず，残りの種はまだ知られざる種であり，特に

熱帯地域の種は比較的環境の変化に対する適応力が低く，すなわち，絶滅の危

険の高い種が多いといわれている。

野生生物の保護を図るための提案は動物，植物，あるいは生態系の観点から

さまざまに行われ，また，それを受けた各国の保護対策,例えば，保護区域(サ

ンクチュアリー）の設定，自然公園の設定，保護動植物の指定等が行われてき

ているが，これらの措置により生ずる経済的損失はその国の負担，あるいはそ

の地域の住民の負担となり，特に開発途上にある国々にとっては，これが保護
あいろ

の実施上の|鐡路となることが多い。

(3)熱帯林の減少

熱帯林の減少については，ますます加速化しているといわれる。これはFA

3
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森林問題を巡る国際

的な議論等

Oの推計が行われ，速報値として年間1700万haの熱帯林が減少しているとさ

れていることによる。この数値を巡ってもまだ議論があり，中南米の減少面積

は過大に見積もられているとの異論が出されているものの，一般的には減少速

度は早まっていると考えられている。減少の原因については，薪炭の過剰採取，

焼畑耕作の拡大，農牧地への転用，産業用木材生産等が挙げられているが，地

域によりそれぞれ異なり，かつ，複合的に起こっていると考えられる。いうま

でもなく，熱帯林の側から見れば減少であっても，農業牧畜，その他転用用

途から見れば，それぞれの必要性あってのことであり，あたかも熱帯林の減少

を地球温暖化，生物種の減少の元凶として非難するだけでは解決にならない。

熱帯林の問題については，すでにさまざまに議論されてきており，特に熱帯

地域には開発途上の国々が多く位置し，解決の難しい開発との調整問題をはら

んでいることから，今後いっそうの国際協調により問題解決に向けた取り組み

の進展が望まれる。

(1)国際的枠組み

森林問題を国際的に取り扱う機関としては,FAO(国連食糧農業機関),I

TTO(国際熱帯木材機関),UNEP(国連環境計画),UNDP(国連開発

計画）等が挙げられるが，これまでは主として地域的問題として考えられてき

た。しかし，この十余年しだいに広域の問題として取り上げられるようになり，

特に熱帯林に関してITTOが設立され，ほぼ同時期にFAO等の国際機関が

TFAP(熱帯林行動計画）を提唱し，それぞれに熱帯林の持つ困難な課題に

対する取り組みを展開しつつあり，その成果が期待されている。しかしながら，

これらの取り組みを上回る熱帯林の急速な減少から，森林・林業分野からの取

り組みでは限界があるとの見方も強く，より社会・経済面からの取り組み強化

の必要性が大きく取り上げられるようになってきている。

一方，温帯林，寒帯林については，比較的安定的な面積・蓄積の推移を示し

ているとはいえ，ヨーロッパ，北米等での酸性雨被害の拡大，森林伐採の進展

による貴重な動植物の減少等の問題をはらんでいる。特に酸性雨被害は国境を

越える大気汚染物質(NOx,SOx等)の移動によるところから広域的な協調を必

要としており，国際的な取り組みが進められつつある。

以上に見るように森林問題の議論は，地域的問題からしだいに広域，さらに

は地球的規模での問題として取り上げられる場合が増加しつつあるが，これま

での枠組みであるFAO,ITTO等は，森林問題の一部を取り扱う機関であ

り，森林の社会的・経済的側面にまで範囲を広げ議論する枠組みが必要との見

方も,TFAPの今後の在り方を巡る議論の中で出されてきている。

また，気候変動に関する条約(温暖化対策)，生物学的種の多様性保全条約の

交渉会議はすでにそれぞれ1回目の会期を終えており，これらの会議が世界的

規模での森林問題についての議論の場となることも考えられる。

いずれにしても，森林について地球的観点から総合的な検討が必要とする意

見は，国際的に広く支持されるようになってきていると考えられる。

休業技術No.58919914



(2)世界の森林問題の持つ多様性

世界の森林について考える場合，自然的に大きく分けて，熱帯林と温帯。寒

帯林（気候帯としてtropical,temperate,borealの訳文とした）に，また，経

済的に見て，先進国・開発途上国，森林保有国・非保有国，木材輸出国・輸入

国，さらに地理的，歴史的に見て欧州・アフリカ，北米・中南米，アジアなど

さまざまな態様があり，各国ともこれらの複雑な組み合わせの中に位置してい

る。したがってそれぞれの利益を考えるならば，その主張は各国ごとに異なる

ことが考えられ，国際的コンセンサスを形成する困難性が理解されよう。先に

述べたように，森林について地球的規模で検討を要するとの認識は高まりつつ

あるとはいえ，それを議論する場の設定にいまだ至らない背景には，森林問題

の持つこうした多様性があると考える。さらに細分すれば，熱帯林といっても

降雨林から季節林，サバンナまで分かれ，また，貿易関係を加えればさらに複

雑な国際環境が浮かび上がってくる。

(3)森林に関する取決めを巡る議論

ヒューストン･サミットにおいて，1992年までに何らかの森林に関する取決

めまたは合意を策定することがうたわれ,同じ1992年の環境と開発に関する国

連会議に向けて，環境問題の主要課題として森林問題についての何らかの提案

(アジェンダ)が策定されることとなっており，さらには,ITTA(国際熱帯

木材協定）も改訂時期を迎えるとともに,TFAPも国別計画の作成が一巡す

ることから，その再編強化に向けた検討が進められるなど，森林を巡る国際的

議論は今後さまざまな場と機会に行われることとなっている。

これらの動きの中で，前項に見た各国のそれぞれの立場を念頭に，それぞれ

の主張に簡単に触れてみると，次のようなものがある。

①先進国は，炭酸ガスの排出の責任を取るべき立場であり，途上国の森林利

用による経済発展を非難することは不当である

②地球温暖化が人類の問題であり，そのため熱帯林を保全する必要があると

すれば，その保全に要する費用は人類全体で負担すべきである

③森林は環境保全に大きな役割を果たすが，同時に経済開発の対象でもあ

り，その多面的機能・役割からして，温暖化の抑制，生物学的種の多様性の保

護の観点からの取決めは不十分であり，森林独自の取決めが必要である

④規制的取決めにより森林を保全するよりも，むしろ保全を進める技術的，

資金的支援の増大を図るべきである

⑤規制力の強い条約等を合意するためには，時間がかかりすぎ，緊急を要す

る事態に対処できない。したがって，森林の保全について原理，原則的なコン

センサスの形成を急ぎ，宣言，憲章等の形で打ち出すべきである

⑥ITTOは，生産国と消費国の間のフォーラムとして有効に機能してお

り，その話し合いの中から協調した取組みの成果を上げつつあり，これに倣っ

た仕組みが必要である

⑦既存の枠組みはいずれも森林問題の一部を扱っているにすぎず,世界の森

林問題を一元的に扱う国際機関の設立が必要である

戸

り
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今後の対応

⑧気候変動に関する条約の下で森林に関する議定書を策定し,世界の森林の

保全を図ることがもっとも効率的である。

⑨世界の自然環境は人類全体のものであり，その恩恵の享受はひとりひとり

が平等に受けるべきものである

以上のほかにもさまざまな議論があるが，これらに見られるように，今後の

展開はまったく予想のできない状況にある。いずれ今後予定されている森林，

環境に関する国際会議の場において，さらにさまざまな議論がなされることと

なっており，その行方に注目していく必要がある。

わが国は，世界の森林・林業分野においていくつもの顔を持っている。森林

率では67％と高位を占めているものの1人当たりの森林面積は小さく，また，

1人当たりの木材消費では先進国中で中間的ながら，木材輸入量では他を大き

く引き離している。特に，熱帯木材への依存度は高く，熱帯林問題とも深いか

かわりを有している。

また,援助面では技術的,資金的協力で大きな伸びを見ているものの,森林・

林業分野への先進諸国の協力と比べ，やはりまだ中位程度の実績にとどまって

いる。多国間協力では,ITTOの本部をわが国唯一の国際機関として横浜に

誘致し，その活動に対して支援を行ってきている。FAOに対しても拠出を続

けており，林業分野ではTFAPの推進に一定の貢献を果たしてきている。数

多くの国際会議においてわが国は森林懲章を提案し，熱帯林を中心とした森林

問題に対するわが国の考え方を明らかにし，先進国，開発途上国といった立場

の違い等を包摂する「緑の地球経営」というグローバルかつ総合的視点に立ち，

実践的で緊急事態対応優先の考え方を提示し，しだいに多くの国から支持を得

つつある。世界の森林・林業に現場で取り組む人たちの国際会議を提唱し，本

年7月ITTOとの共催で「シニアフォレスター会議」を横浜で開催すること

としている。さらに，わが国の国際林業協力のさらに幅広い展開を図るため，

これら協力を支援する組織体制の整備が，民間林業関係者，学識経験者等によ

り準備が進められている。

このような取り組みに基づき，わが国の国際林業協力の発展を図るとともに，

国際場裡において協力・協調の枠組みの形成に積極的に貢献していくことが緊

要であると考える。

＜完＞
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作業道における今日的課題

1はじめに

かつて，筆者は本誌(No.309,311)に「林道

における現代的課題」を寄稿したことがあるが,

当時は日本の林業にとって林道による基盤整備が

急務であることと，その目標とする林道密度が議

論を呼んだ時代であった。

以来二十余年，林道に対する課題が完結したわ

けではないが，日本林業の輸送チャネル(chan

nel:林道，作業道）への要求は，後述のように，

林道から作業道へとその重心を確実に移しつつあ

ると思われる。換言すれば，林道路網がチャネル

としての総仕上げの時代に入ってきたことを意味

する。しかし，作業道は林道のような構造上の規

程を持たないことから，全国にさまざまな名称と

椛造的内容を持ったものが作設されてきた。ます

ます複雑化の様相を示す作業道作りに,そろそろ

整理の手を差し伸べ，簡単な枠組みを用意したほ

うがよいのではないかと思うのである。

筆者はこうした視点に立ち’数年前から静岡県

を核としながら，しだいにその輪を全国に広げて

いく形で作業道調査を進めてきた。その結果を基

に，「作業道における今日的課題｣としてあらため

て取りまとめてみたいと思う。

2．作業道の普及率を見る

日本の民有林作業道は，以下に述べるさまざま

な目的補助制度に支えられ，自らの総延長を伸ば

してきた。このような作業道は，全国レベルでど

れくらい存在するのであろうか。

作業道の保有状況については,1987年に筆者が

独自に全国都道府県を対象とした調査により,次

のような実態を知ることができた。作業道作りに

は，ほぼ20年の歴史があるため，以下はその足跡

を示したものといってもよい。

①国庫補助事業による作業道は,その目的と補

助金の出所に関係して多くの名称が付けられてい

る。ちなみに，保有量の多い順に，造林，間伐，

林構，治山，林産集落，林分改良作業道などを含

め，13種の作業道があり，それらの総数は22,137

killに達している。②県単独事業による9,893km。

③市単独事業の8,7801mなどがあり，民有林作業

道の総数は40,810km(1987年資料)であった。な

お，自力開設の作業道はカウントされていない。

全国，民有林林道の総延長約72,000k1llに対し，

民有林作業道がその57％に達したことは,日本林

業が持つ輸送チャネルの所有傾向が，林道から作

業道へとその重心を移し始めたとする根拠となし

うる。

次に，民有林作業道の普及率を民有林林道との

対比で示してみることにしよう。すなわち，作業

道普及率をn=(作業道延長／林道延長)×100と

する。nの大きさは，輸送チャネルの完成度を表

わすひとつの指標として使用できる。全国地方自

治体のnを調べた結果を以下に示してみよう。n

が200%を超える超高水準の自治体が，③北海

道,⑤宮崎に見られ,作業道の普及に大きな特徴

があることがわかった｡また、が50％を超える比

較的高水準の自治体は，北から青森，岩手，群馬，

岡山，愛媛，鹿児島の各県に見られた。これに対

して5％にも達しない大阪府，東京都(1％未満）

の資料がまとめられた。

ところで,nの値は分子と分母の在り方で変化

すると考えられるので，自治体間の民有林面積に

対する林道保有量の関係，つまり林道密度を調べ

ることにより,11が何に起因して大きくなってい

林業技術No.5891991.4
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写真.l天竜美林を支える幅員4mの立派な林道

（静岡県天竜地域）

るかをチェックした。

、の結果は,林道密度が全国平均より相当小さ

いことから，分母側の条件により生じたものであ

り，⑤は全国平均を上回っていることから，主と

して作業道の量に起因して生じた結果であると判

断された。林道密度が全国平均に達している場合，

nの大きさは輸送チャネルの完成度を示す1つの

指標として用いることができるであろう。

3．作業道は自然災害に弱いのか

作業道は構造的に見れば，林道よりはるかに弱

体であるという見方ができ，それだけ被災が多く

なっても不思議ではない。しかし，チャネル作り

の現実論はどうであろうか。

具体例を静岡・天竜地域について見ると，それ

は意外な結果を示す｡過去の57年災は天竜地域の

林道にも大きい災害をもたらした年であるが，同

地域101路線の作業道はT市の1路線を除き，災

害事例はほとんどなかった。「なぜなのか｣その理

由として，次の2つの視点が挙げられる。

①当地域の調査によると，作業道の幅員は30

mであるが,もちろん側溝は作設されていない｡一

方,林道は幅員4.0m以上で,構造的には山側に側

溝を掘り込んでいるのが通例である。しかし，こ

の条件的な相違は重大な意味を持つ。山岳林型を

示す天竜地域の作業道と林道の土工量の差は大き

く，作業道の切土量は4．7㎡/mであるのに対し，

林道は11.5nf/mであって，林道は作業道の約

2.5倍の土量を動かすという結果を示した。

作業道が地山の山側への切り込み面を少なくし，

写真･2継造物等が省略されている幅員3mの作業道

（静岡県天竜地域）

同時に谷側への盛土量を減少させるというこの構

造上の違いが，災害に対する作業道の意外性の1

つを担っていると思われる。

②天竜地域5市町村の作業道が,林道と相対的

に位置している状況と接続状態を観察した結果，

次のことがわかった。

林道は谷筋近くの，また傾斜の急峻な場所を，

換言すればチャネルとしては地形的にもっとも悪

条件の所を通過しなければならないという現場的

事情を持つのに対し，この林道の先端または側端

にジョイントされる作業道は，概して尾根筋近く

か,立地的,地理的悪条件の範囲をほとんど抜け出

た場所で作設されているという事実であった。作

業道が構造的に見て低水準であるにもかかわらず，

比較的災害に対して安泰でいられたということへ

の1つの理由をここに見いだすことができる。

作業道作設が，今後このような類似条件の下で

進められる場合，災害に対して割合に安全である

と考えても誤りではないと思われる。しかし，こ

のことはもちろん作業道が災害を受けにくいとい

うこととは別問題であるので，揚げ足取りの標的

とならないためにも，このことはしっかり確認し

ておきたい。

4急斜地での作業道作設は効果的

急斜地と緩斜地での地形的相違が，作業道の導

入にどのような意味を持つか，作設コストの面か

ら事例に基づいて述べてみよう。急斜地の事例と

して天竜地域（地形指数I>65)を，また緩斜地

として富士山麓（地形指数I≧28～38）のデータ

林業技術No,5891991.4



を使用する。

急斜地でのデータによると，同地域の林道と作

業道の作設コストの比率は9：1を示し,また緩斜

地域では3：1の比率を示した｡すなわち，緩斜地

での作業道作設は，林道に対し比較的割高であり，

林道との比較において開設のメリットはそれほど

大きいとはいえない。

分析の結果によると，緩斜地では排水施設や路

面支持力を増大させるための砕石の投入などに意

外にコストを伸ばしている。一方，急斜地では林

道と作業道の間に明らかに大きな格差が見られる。

それは主として，幅員の相違による土工量の顕著

な違いと構造物の有無の差によるもので，林道と

作業道のどのチャネルを選択するかという問題の

中では，作業道にシフトすることにより，相当大

きなメリットを引き出すことができる。

以上のことから，今後作業道の展開とその意味

づけを考えるとき,地形の相違を基にして，2つの

方向性を認めることができよう｡すなわち,①地形

急斜地では,作業道に,より大きい期待をかけてい

く発展方向があり，②緩斜地ではむしろ林道に大

きい期待を置き，大型機械による機械化を目ざし

たチャネル作りの方向があることを示唆している。

この結論は，今後の作業道作りの在り方，発展

方向にとって重要なポイントであると思われる。

5．作業道の構造的補強策として－丸太構造

物の導入は効果的

急斜地域での作業道の作設に，構造上の不安が

伴うのは当然である。その対応策として，現場で

は丸太を用いた構造物によって安価・簡便に補強

できる方法力笥ある。

奈良県，大阪府の個人林家O林業では，それぞ

れ急斜地での作業道作りに古電柱，支障木などを

材料とした丸太積工，丸太土留工などを取り入れ，

切土の大幅な削減と作設コストの節約，路体の安

全性などに実際に大きな成果を上げている。これ

に関連して，既刊の『急傾斜地の路網マニュアル』

(大橋慶三郎･神崎康一共著：全国林業改良普及協

会）は，実務家にも大きなインパクトを与えたこ

とであろう。

一方,昭和44年国有林の高密度路網施業方針に

9

沿い，当時掛川営林署大代国有林において，急斜

地に高密路網の作設が実施された。このときヒノ

キ支障木を使用した丸太積工，丸太木えん堤が多

数導入されており，この事例もまた補強策を裏付

けるものである。

筆者は急斜地域への作業道の作設には，適宜条

件に応じてヒノキ間伐材を用いた丸太構造物の導

入を図り，間伐材の有効利用への道も同時にねら

うことが望ましいと考えている。しかし，路体内

への有機物の混入は，むしろタブー視されてきた

ため，その林道作りの常識を破るためには，木構

造物の導入に耐久性の面からそれなりの根拠を示

す必要がある。後述するヒノキ丸太の耐久性に関

する筆者の研究は，これを動機とし，作業道調査

に併行させたものである。

具体的には,17年間使用されてきた大代国有林

の既設木構造物が最適の調査用モデルとなった。

すなわち，施工現場の乾，湿による場所的相違，

丸太埋没の深さの違いなどを考慮して，条件別に

既設構造物から丸太を発掘，抜き取りを行い，こ

れらを試験体として材質の変化に関する試験を実

施した。

その結果は順次学会報告を行っているが，その

成果によると，丸太の外部露出材では辺材部で大

きい劣化(ブリネル硬さ，横圧縮強さ，曲げ強度）

が見られるが，心材部ではヒノキ未使用材に比べ

て予想外に材質は保持されており，17年の使用に

もかかわらず，特に土中に埋没した丸太の心材部

ではもちろん，辺材部でも劣化の程度が少ないこ

と力§確認され，補強材として間伐材の有効利用に

も明るい見通しが得られている。

切土斜面の切り傷をできるだけ小さくしていく

ためにも，現地の間伐材を丸太構造物として活用

していく方法を確立できれば，急斜地での作業道

導入にいっそう好結果が期待できることになるで

あろう。

6どんな作業道が必要か，作業道整備への提案

既設作業道に関するこれまでの調査を通じて，

筆者は作業道を次の2つの枠組みに整理できるの

ではないかと考えている。またその場合，作業道

という名称を残すべきか，それらを簡易林道と呼

林業技術No.58919914
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称するほうがよいか，などの点についても考えて

みたい。

日本の作業道は，原則として一時的な使用道路

と位置づけ，使用目的の終了後は元の林地に復元

させることにしている。しかし，現行作業道は，

先述のようにそのほとんどが補助金または何らか

の助成制度に支えられ，設計図を作成のうえ作設

されており，その意味でも時限的使用を目ざした

作業道というより，林道としての枠組みの中で扱

っていくことが現実論として適合している。ただ，

現行林道との構造上の格差から,これを林道その

ものとして組み入れるのではなく，後述のように

簡易林道の名称で整理していくことを提案したい。

なお,昭和59年林野庁長官通達で事業化が認め

られている簡易林道構想がすでにあるが，現行作

業道と今後多くを期待される，より幅員の小さい

作業道を包括整理していくためには，要件整備が

厳しいので，以下の主旨に添い拡大解釈の方策が

見いだせるなら，好都合だと考えている。筆者の

提案する簡易林道2つの枠組みについて述べよう。

第一に，さまざまな助成金制度によって作設さ

れてきた現行作業道は，その幅員のほとんどが

3.0mであり，現実の縦断勾配(16%を超える作業

道は全国でも少ない）を考慮しても，最大制限速

度10km/hで適正範囲にあるといえる｡一方,これ

らの作業道については，走行速度の大きさに期待

するよりも，むしろ林道とのジョイント路線とし

ての期待が大きいと考えるべきである。その意味

で，森林内の至る所に必要最少限度の林業機械が

入り得るチャンスを，作業道によって引き出すと

いう意義は大きい。

全国民有林が保有している約41,0001"の作業

道は，小型運材車,2tクラスのトラックを受け入

れることのできる幾何構造を持っている。このタ

イプの作業道を簡易林道（1級）として格付ける。

第二は，現行作業道の普及に加え，主として小

型車両系機械の通行可能な,幅員2．0～2.5mの路

網の新たな作設である。

筆者は，作業道調査を通じ，多くの現場が作業

道を一時的なチャネルとしてではなく，永続的な

チャネルとして位置づけていることを知り，また

林業技術No.5891991=4

小規模林業の機械化には，もう一段低水準の作業

道を望む声が多かったことを記憶している。

かつて岐阜県のI林材KKで自力林道にスイッチ

バックを導入した事例があるが，低速度走行を前

提とした作業道には，このスイッチバック構造を

次善の策として容認すべく検討が加えられてよい。

例えば,長野県のM林業では，幅員1.8～2.0m

のスイッチバック付作業道を自力で開設し，本来，

半径の大きなカーブなしでは考えられない長材

(6m)の搬出を，みごとにこなしていることを付

言しておきたい。

具体的には，低速度走行(最大制限速度5km/h)

を主体とした林内作業車の受け皿となるべき新し

いチャネルの導入を考えるべきである。これを簡

易林道（2級）と呼んでもよい。今後の作業道作

りが，民有林の特に小規模林業の活性化に力点を

置くとすれば，むしろこの種の作業道に特に力を

注いでいく方向を模索してほしいのである。

作業道の構造，管理，発展の方向を巡っていわ

ば迷路に立つ現行作業道を2つの枠組み,通称簡・

1林道，簡・2林道に区分し，そのよりどころを最

大制限速度に求めることによって，より明確化し

ていくことを提案する。簡易林道の名称にこだわ

るのは，林道という名称を残すことにより，将来

災害発生時の対応に有利な窓口を開いておこうと

いう点と，名称的統一がねらいである。

7．おわりに

作業道は，本来的には林道の機能を林地の末端

まで，より細かく発揮させる意味合いを持つもの

であり，機械化に関しては大型機械との付き合い

ではなく，比較的小型な機械とのかかわり合いを

前提としたとらえ方が適当と思われる。急斜地域

を持つ小規模私有林の中には，幅員の小さな作業

道の導入によって，車両系小型機械との付き合い

の幅を広げ，林業的効果を上げている事例も少な

くない。

作業道を組み込んだ日本林業の輸送チャネル構

想は，それが独立してあるのではなく，むしろ林

業の規模，保有労働力，機械化の水準に見合う条

件下で成熟していく必要があると思われる。

（いわかわおさむ・静岡大学農学部）
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湊 克之

作業道の作設と維持

1はじめに

作業道の作設と維持について,北海道大学演習

林で行っている事例を中心に紹介しながら考え

てみたい。

当演習林では，林道を自動車道，作業道，歩道

に区分し，自動車道は林道規程で定めている構造

に規制されるが,作業道は車両類の通行が可能な

ものと定義されているだけである。すなわち，作

業道とは運材トラックが通行可能な機能を持つ

範囲で，できるだけ安価に作設し，維持すべき道

路となる。このように作業道は，自動車道が負う

べき機能を，森林機能の保全にも配慮し，しかも

可能なかぎり安価にとの，互いに矛盾する要求を

満たすことを科せられている。

当演習林は，北海道に5カ所，和歌山に1カ所，

合計6カ所でおよそ7万haの森林があり，林道総

延長は平成元年現在で約917km,そのうち作業道

が約883kmで林道の96%以上を占めている。また

作業道は毎年40kIn前後が新設され,700km前後の

補修を行っている。このように当演習林の管理運

営基盤である道路は，作業道に頼っている。その

ため当演習林では，先に述べた作業道の矛盾する

要求を解決するためにさまざまな試みがなされて

きている。その結果から，森林面積，地況，林況，

気象，施業方法等に適応した特徴のある方法を生

んできている。

これから述べるいくつかの方法は，技術として

定着しているものもあり，まだ試行錯誤の段階の

ものもある。しかし，いずれにしても機能的に高

く，経費的には低価にとの要求の中で，現場を直

表.1各地方演習林別の作業道（1988現在）

地方林名

天塩

中川

雨龍

苫小牧

桧山

和歌山

総延長
(m)

214.866

305,016

208,011

149235

3.872

1.985

計882,985

作業道密度
(m/ha)

9．5（10.1）

158（15.8）

8．4（9．0)

55.0（55.8）

376（37.6）

4．6（125）

年間新設長
(m)

9,855

14､062

14,188

3,856

10

年間補修長
(m)

159,241

281,519

126,619

118,577

2.987

2,040

41.9711690,983

注）カッコ内は自励車道を加えた密度

接担当する技官層が四苦八苦している試みである。

北大演習林が抱えている作業道に関する問題には，

森林を取り扱うものにとって共通する部分も多い

と思われる。

2．北大演習林での試みの概要

当演習林の作業道の現況は，次のようになって

いる。

最近数年間は自動車道の新設はまったくなく，

作業道のみがメートル当たり1,000円程度で毎年

401(m前後新設されている。また補修はメートル当

たり100円程度で毎年700km前後になり，経営基

盤道路のほとんどを作業道に頼っている。作業道

密度は，地方林の面積，地況，地質の違いで10m

未満から55mまでの違いがあるが,年度ごとの伐

出や更新作業に必要な路網は作業道の新設で確保

されている。この作業道の新設と維持に要する経

費は，経常費全体の10％以上を占めている。

このように作業道に関する事業は，当演習林の

経営に大きな比重を占め，そのため解決しなけれ

ばならない課題も多い。経営試験を実際に実行し

林業技術No.58919914
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ている技官層を中心に，多くの試みがなされてい

る。最近数年間の試験年報での作業道関係の報告

から，その試みのいくつかを私の研究結果から得

た基礎資料を加えながら紹介する。

(1)作業道の作設

運材トラック通行可能な程度の支持力を持つ路

体を，いかに安価に作るかを検討している。支持

力を左右する大きな要因の1つは，路体の乾燥状

態にかかっている。この方策として，路線は沢筋

をできるだけ避けるように選定し，側溝の深さも

湿潤に連動させている。また横断方向にはかまぼ

こ型に，縦断方向には若干の勾配をつけ水平部分

を少なくしている。また積雪寒冷地帯の特色を生

かして，路体をひと冬さらすことによって積雪を

自然転圧に利用している。路盤材料は林内に産す

る粒径さまざまな山砂利を，そのまま敷設してい

る。敷設は低温を利用して路面を凍結させた後に

行い，効率化を図っている。また橋梁の架設は，

河床路で代行させるなどにより路線全体の

’経費の軽減を図っている。
作設経費の軽減化の1方法として，伐出

作業での集材幹線路と作業道路線とを連動

させて，作業道の路体作設の一部を省略す

る試みもある。

(2)作業道維持

路面と側沸を流れる水の滞留時間を短く

することと，洗掘の防止をすること，すな

わち水処理を検討している。路面の水処理

は，路面に斜面隆起をつける方法や，間伐

〔

一

路面に凹凸をつける場合間伐丸太利用の横断溝

図・1路面の横断排水例（小松・北条・岡田・有鋤

材を横断排水溝に利用して路外に排水(図・

1）する試みをしている。側溺の水処理は，

短く分割して排水する方法(図・2)，側溝の

縦断勾配を滞砂柵で緩和する方法，流水に

よる路体の流失には蛇篭と編柵による復旧

(図・3）を試みている。法面の崩壊防止は，

法長の程度に応じて犬走りをつけ，間伐材

を利用した面状基礎工を施し，法面にヤナ

ギ類やツル性木本類を挿し木して植生で覆

うなど試みている。図･2側満の区分排水例（有働）

一表面 水
水
流
流
形 一･一･一流出部分A

災害時のようす

林業技術No.5891991.4

復旧後 図･3路体流失の復旧例(藤戸）



全長：6,400mm
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側面図

図・4路面切削装置図

-E

E

7001m1にも及ぶ路面の補修には，図･4の路面切

削装置を作って省力化に努めている。

北海道では，路面の支持力がもっとも低下する

のは路体の融解時であることから，その期間は重

車両類の通行規制も行っている。

急勾配で多雨な和歌山地方演習林では，維持経

費からみて8年間を経ずして路面舗装を行ったほ

うが経費的に有利だとの報告がある。

(3)基礎的な調査

路面の支持力は路体の乾燥の程度（含水率）と

関係があり，例えば含水率が20％から40%と2倍

になると支持力は約1/3になり，縦断勾配が0%

から10％になると支持力が約1．5倍になるなどの

調査結果がある。

また凍結時と融解時の支持力には大きな違いが

あり,例えば-1.0.Cでの凍結時での支持力は融解

時の20倍以上となり，この融解時には車両が通過

するに要する最低支持力の1/4程度に低下している。

路盤に林内で産するさまざまな粒径の角礫山砂

利を，その咬合力を利用すれば路盤工を施さない

で20cm程度の堅固な路盤を作れるが,しかしこの

ままでは，路面の凹凸が大きく振動暴露限界時間

から車両の運転可能時間は4時間以内となる欠点

もある。

3．おわりに

このように作業道は，当演習林の収穫と更新と

を結ぶ主要な基雌として位置づけられている。こ

の作設と維持に関しては，上述のようにさまざま

な試みがなされ，徐々に解明されてきている。し

かし路面が洗掘されない横断排水溝の間隔や路面

13

’

平面図

切削装置の改良等まだ未解決な課題も多い。

最近では，作業道に求められる機能も多様化し，

従来のように車両さえ通行できればよいとの考え

は変わりつつある。すなわち，収穫と更新だけで

なく，林地の保全，野生動物の保護，森林の住民

への開放，森林美に配慮した線形構造等，その要

求は多様化し変容してきている。また作業道は，

単なる補助的道路でなく，それ自体で施業に適し

た路網を構成する施設として位置づけられている。

55m/haと高密路網となっている苫小牧地方演習

林での，林内の交通安全に配慮した作業道の交差

点作りの検討も，その’例である。

以上，当演習林で試みられている事例の概要を

述べさせていただいた。個々の詳しい内容は，参

考文献を参照されたい。

この拙文が，作業道の作設と維持について考え

るうえで，何らかの参考になれば望外の幸せであ

る。

最後に，投稿の機会を与えていただいた日本林

業技術協会の関係者に，また文中の図に，試験年

報に発表された図を使わせていただいた当演習林

の北条・岡田・有働・小松・藤戸各技官に，この

紙面を借りて感謝申し上げる。

（みなとかつゆき・北海道大学演習林/講師）

参考文献

1）湊克之：多雪寒冷地帯における林道作設に関す
る基礎的研究，北大演研報43巻3号，1986.
2）湊克之・氏家雅男：作業道の作設ならびに維持
技術に関する研究(1)－⑪,100-101回日林論,1989
-1990.

3）北海道大学演習林：試験年報，2-6号，1984-1988.
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1．はじめに

苫小牧営林署が管理する国有林は31,000haで，

札幌市を中心とする道央経済圏に位置づけされて

いる。その52％を占める16,000haが，支笏洞爺

国立公園を構成していることから公益的機能を重

視する重要な森林である。

昭和29年5月の暴風雨と9月の15号台風（洞

爺丸台風）は，当署管内の4,500haに110万nfの

壊滅的な風倒被害をもたらした。被害地の一部で

ある支笏湖南岸に存するシシヤモナイ地区は，被

害発生後風倒木の処理を実施し,35年間更新未処

理のまま経過している。本稿では，森林がどのよ

うに推移してきたかを紹介したい。

シシヤモナイ更新未処理林分は，支笏湖南岸に

位置する苫小牧事業区1035～1043林班の800ha

を占めるシシヤモナイ国有林である。

標高は280～460m,樽前山(1,024m)北西面

で傾斜は15o以下,林床植生は,針葉樹の多い所で

はコケ類低木である｡気候は年平均6.7℃で,年降

水量1,956111n1,夏季常風は南西で，冬季常風は北

の風,11月下旬から2月上旬までは支笏湖からの

吹上げる寒風が強い。土壌は樽前火山の噴出物か

ら成る火山灰性未熟土である。

2．風倒木発生とその処理

昭和25年ごろの調査資料によると,林分内容は

この地域約800haのうち400haは針葉樹(エゾマ

ツ，トドマツ)70%,広葉樹（ナラ，カバ，ドロ

ノキ，イタヤ）30％で中小径木を中心に，中には

大径木も介在した林分で，ヘクタール当たり蓄積

300/200～400nf,径級28/6～48cm,樹高15/6～25

In,ヘクタール当たり本数1,800/1,200～2,200本

材築技術Nc.58919914

写真･115号台風による風倒木被害状況

から成り，エゾマツを上層とし，下層にトドマツ

の壮齢木を主体とする二段林を形成していた。

このほか約400haは針広混交林化しつつある

林分で，一斉林型を呈する天然林であった。

(1)風倒木の概況

シシヤモナイ地区は昭和29年5月の暴風雨,9

月の台風15号(洞爺丸台風）と1年間に2回の風

倒被害が発生している。

風倒木は,5月10日の暴風雨では林内に部分的

に，9月26～27日の台風では全面的に発生した。

その面積は湖岸から31mlまでの中腹一帯に約400

ha,材積では中小径木が約12万㎡であった。

(2)風倒木の処理

当地区の風倒木の処理は,発生直後から昭和31

年秋までの3年間で風倒被害量の62％に当たる，

素材約74,000㎡が生産された｡実行形態は官行造

材で,作業員70名,職員25名によって実施された。

伐木から運材までの工程は窓鋸を主体にチェン

ソーで伐倒し，トラクタ(CT-25)2台で集積土

場へ全幹集材し，そこから貨物トラック3台で湖
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表.1更新調査(1,037林班）
(ha当たり）

調査年月I針広区分｜稚苗稚樹｜幼樹｜計（本)｜増減（％）

17,920

15,040

32,960

25.640

16,帥0

42,440

昭40．9 針葉樹

広葉樹

計

1,680

1,680

6.040

1,760

7,800 昭3糯渉の
14,574

4969

19.543

42,074

5,349

47,423

針葉樹

広葉樹

計

3,400 24,100

380

24,480

昭52.10

昭3砺渉の3,400

25,900

4,600

30.500

5,000

2,000

7.000

20,800

2.600

23.400

昭6210 針葉樹

広葉樹

計

100

稚苗（樹高)30cm下，椎樹（〃）
30～130cI11,幼樹(")130ci''上

(ha当たり）

昭3傭浮の100

表･2本数径級分布表

1810 12 14 16胸高直径(cm) 4 6 83下

計 備考

9 10 12 147 8 8樹高(m) 6

(2.271）
20,946

州

（）は枯死木
外書

(2,011）
2,210

（390）
1.040

(26の
6.767

1,040

780

131

2592,602 1,820 1316,3刀

259

針葉穏

広葉樹
本
数

(2.661）
23.416

(260)
7,807(§:郷〕 911 131 2596,636 2,602 1.820計

岸まで小運搬した。それから丸太を湖水に浮かべ，

筏に組んで支笏湖畔の水切土場まで5月から10

月までの6カ月の間に（1回約200mW)運搬船(20

t)で湖上運搬し，トラックで苫小牧の貯木場まで

運び販売されていた。

当時は，宮行生産現場に初めてチェンソーやト

ラクタが導入され，民間事業体に先駆けて国有林

が林業機械化の先進的な役割を果たした。

3風倒木処理後の更新状況

昭和31年9月の当地区1037林班における更新

調査によると，稚幼樹は，針葉樹（トドマツ，エ

ゾマツ)13,000本，広葉樹（ナナカマド，カバ，

イタヤ）3,000本，合わせて，16,000本の更新本

数であった。昭和40年以降の更新推移は表．lの

とおりである｡その推移は風倒処理終了後20年経

過した昭和52年ごろまでは旺盛な更新であるが，

62年10月の更新調査においては，前回調査と比

較して36％の減少となっている。その原因は，稚

苗および稚樹に林内のうっ閉が進み，枯死木が発

生したことによるものと思われる。

以上から，台風被害を受ける以前から更新して

いた稚樹は，上木の疎開とともに良好な光条件に

よりいっせいに成長をはじめたが，うっ閉が進み

光条件が悪くなるとともに，自然に間引きが行わ

れていることを示している。

風倒木が発生してから35年経過した平成2年

9月に1037林班で標準地を設定し,林分の現況を

調査した（表・2)。

胸高直径6cm以下の本数割合は76%,枯死木の

発生は3cm以下で74%,4cnlで3%である。

上層は，胸高直径12cm以上,樹高9m以上のト

ドマツ,エゾマツ，カバ等,中層は胸高直径6～10

cm,樹高7～8mのトドマツ,下層は胸高直径4cI11

以下,樹高6m以下となっている。下層木は,陽光

不足によって今後も枯死木が発生するものと思わ

れる。また，ヘクタール当たり蓄積は93㎡であ

る。標準地は風倒後35年経過し，間伐が行われな

い箇所に設定したので,林齢35年とすれば,拡大

造林収穫予想表のヘクタール当たり総収穫と比較

すると，ほぼ111等地(90㎡）に相当している。

4．調整伐の実施

当地区の未処理区域の過密となっている林分の

取り扱いについては，技術検討会，洲多などを通

じて種々討論を重ねてきたところであるが，確た

る結論に至らないまま放置されていたのが現状で

ある。しかし，昭和42年に保育除伐を目的とした

本数調整除伐試験地を5プロット設定し，残存本

数を変えた調整除伐試験を実施した。

林業技術No.5891991.$!
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8．000

7，000

6,000

5，000

4，000

3，000

2，000

1，000

※白線は調整伐前
斜線は調整伐後

本
数

4.446

写真･2調整伐32％実施後の林分

試験結果については，昭和58年と62年の2回

成績調査報告しているので，その内容を要約する。

①立木分布は,樹高の高い樹群と低い樹群とが

モザイク状に分布し，どのプロットにも風害や病

虫害等，諸被害は出ていない

②樹冠成長,樹冠疎密度の増加率は本数調整伐

率の高いプロットで旺盛である

③本数調整伐率が高いほど成木への進界およ

び直径成長率も高い

以上の試験結果を踏まえ，過密林分を安全確実

に生産力の高い林分に誘導するため，平成2年8

月に1037林班において8haの調整伐を実施した。

調整伐実施前の林内の相対照度は5～6％，樹

冠疎密度は95～98％であることから，径級分布図

(図・1）を参考に調整伐を実施した。

直径3cm以下は安全を見て次回まで調整伐を見

合わせた。4～8cInまでは中層を占め，本数割合

が多いこと，また林内の光条件を阻害しているこ

とから，直径4cI11の60%に当たる4,700本,6cm

の33％に当たる2,200本,8clllの32%に当たる

500本，合計で7,400本の平均32%の本数調整伐

を行い，相対照度を15～17％に改善した。

樹木の成長には相対照度30％以上が望ましい

といわれているが，密生している林分の環境を一

度に変えることは，枯死木，病虫害等の発生する

危険性があるので,第1回目の本数調整伐率を30

％前後にとどめた。第2回目も同率とし，5～10

年後に調整伐を行い，3回以降は通常の間伐に移

行する考えである。

346810121416

径級(cm)

図･1径級分布図

胸高直径4～8cmまでをヘクタール当たり

7,000～8,000本に調整伐を実施している。この小

径木の有効な活用を図るため，販売することを前

提に検討した。リゾート開発，ゴルフ場等の開発

が行われていることから，緑化木の支柱木，杭木

等への利用に着目し，造園会社への販売に取り組

み，ヘクタール当たり9万円で販売することがで

きた。また，需要動向調査によると，ブドウ棚，

ツリ木，花棚等の需要もあるので，今後は木工製

作会社への販路拡大に努める考えである。

5．おわりに

一斉林型を呈する針葉樹の天然更新地の過密林

に一定の保育を実施することにより，生産力の高

い健全な森林へ誘導することができると考えてい

る。すなわち調整伐を行うことにより，林分成長

の増大と残存更新樹の着葉堂および根系の発達を

促進させ，針葉樹林はもとより，針広混交林への

誘導も可能である。また調整伐をした小径木の有

効活用を図るため，需要と販路の拡大に努めるこ

とにより，収入の確保も可能である。

当署管内には，当該地区を含め密度調整伐を必

要とする類似林分が約1,050haあり，今後も計画

的に調整伐を実施し，林分成長の増大と，諸害に

強い森林の育成を図る考えである。

(みずまささだのり・北海道営林局苫小牧営林署
／経営課長）

林業技術No.5891991.4
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今回は，昭和61年の秋で満20年を経過した矢

部営林署管下のスギ成長限界試験林の造林成績と

これまでに実施した施業方法について,20年目ま

での調査資料を基に紹介する。この箇所は昭和42

年春に造成した試験林で，これまでの年平均成長

量が約16nfで,同期試験林の中ではおおむね平均

的な造林成績を示す林分の’つである。

(1)試験林の地況等

この試験林アヤスギ3.75ha,クモトオシ1.25

ha,計5.00haの矢部30ろ小班は，北～北東向き

の緩傾斜地で,適潤性褐色森林土のBD型土壌が広

く分布する平均地位の高い林地で，’等地の立地

条件を有する林分である。

(2)施業方法

試験林の目的を踏まえていろいろな施業を実施

しているが，中でも造林木の初期成長の増大を期

待して｢植付け」「林地肥培」を最重点的に実施し

ている。

品種の選定：この試験林に植栽している品種は，

九州の中～北部を郷土として分布する成長が晩生

型のアヤスギと，熊本県菊池市を郷士として育成

された成長早生型のクモトオシの2品種である。

この品種的特性の相違が造林成績に大きい影響を

及ぼしている。

1はじめに

熊本営林局では,昭和41年,当時の梅田三樹男

局長の発想により，九州の代表的造林樹種である

スギ，ヒノキ造林で，経済性をまったく度ﾀ脱し

て可能なかぎりの造林技術を駆使する集約施業を

実施した場合の成長量の限界値はどれほどになる

のかを究明すること，その集約施業を通して得ら

れた成果を，今後の造林技術の改善と発展に寄与

せしめることを目的にした試験林を昭和41年度

から造成している。

この試験林を「成長限界試験林」と呼んでいる

もので,当局管下の全営林署で毎年3ha規模のス

ギとヒノキの試験林を1年交互に造成することと

して,昭和41年度から昭和52年度まで10カ年間

継続した。現況はスギの成長限界試験林が約680

ha,ヒノキの成長限界試験林約570ha,合計約

1,250haに達している。

2成長限界試験林事例紹介

試験林の造成後は，目的達成に必要な資料を収

集するために，造林木の成長状況，植栽本数の推

移等の調査を満10年目まで実施してきたが,それ

以降は財政事情等もあって10年目ごとに主伐期

まで実施することとしている。

表･1識験林の施業経過

植付け：造林木の早期活

着と初期成長の促進を図る目的

で，植穴の機械耕転，植付け同

時力湖巴，ていねい植えを組み合

わせた集約施業を実行した。そ

の結果,植付作業に投入したha

当たりの労働量は普通施業林の

施肥

g/1本

岬

保

壼圏
育

営林
署名 除伐

回

枝打ち

回

特記事項つる切り

回

延回数

K

帥
一
囎
一
26

－

耕転植栽

普還植え

５
５
５
５
２
５１
１
１
１
’

4矢部

普通林

注：1）昭和42～51年まで10年間の施業経過を示す
2）施肥は，植付同時，42，44，45年度の4回実施

林業技術No.5891991.!l



18

表･2試験林の労働投入量 (人/ha)

更新｜保育
地権え｜植付け｜下刈り|つる切り｜除伐｜枝打ち

営林署名 施肥 その他 計 対普比
％

矢部

普通林

12

18

52

25

25

41

９
２１

12 111 230

106

217

100

ｎ
ｕ
Ｕ
〔
Ⅲ
Ｕ１

注：昭和42～51年までの10年間に投入した延べ人夫数

表・310年および20年経過時の成長状況

植付時 10年経過時 20年経過時

営林署名 品櫛 唖
鑛
”

均
高
Ｊ

平
樹
伽
曽蕊
(cm)

材積

(IYf/ha)
龍
(m)

平均胸
高直径

連年

儒濡）
平均
成長量
(nf/ha)

材積

(m'/ha)
本数/ha 本数/ha 本数/ha

(cm)

10

4～13

10

10

7～12

15

12～17

｜
群
９
｜
郡

６ 16
アヤスギ

クモトオシ

２
１
５
４

4,000

4.000

3,250

2.750

98

110

2,825

2,350

283

447

18.5

337

14.2

224

10～28

18

12～24

矢部

6～15

62 10．8
－

9.9~11.7
2.292
(794）

299.6
(39.9）

対照林 スギ 9.2 3,086 884 16.6 26.4 170
5.7～67

注：1）対照林は「熊本地方すぎ林林分収穫表」の地位1等地の数値を示す

2）本数，材積の（）は間伐量（副林木）を外書で示す

2倍強となっている（表｡1，2)。

林地肥培：林地肥培に使用した肥料は，鶏糞

とネッカリッチの有機質肥料および住友2号の化

成肥料の3種類で，基肥ならびに追肥3回の計4

回実施している。造林木1本当たりの延べ施肥量

は鶏糞0.2kg,ネッカリッチ3kg,住友2号0.2kg

で,N量約609,P量約499,K量約269に相当

する。

この林地肥培に投入した労働量は,10力年間で

試験林に投入したha当たり延べ労働量の約50

％，普通施業林のha当たり延べ労働量の合計に

相当する値を示している(表・2)。当時，林刈E培

という新技術の成果として十分実証されたものは

なかったが，造林初期の成長促進を図る手段とし

てもっとも効果的施業と考えて重点的に実施した

ものである。

保育：枝打ちを実施している程度で，下

刈り，つる切り，除伐等の施業では特別な方法は

実行していない。

(3)20年目の造林成績

試験林造成後20年経過時点の造林成績を品種

別に見ると，次のとおりである。

①クモトオシの造林成績は,｢熊本地方スギ林林

分収穫表」の1等地の数値と比較すると，樹高で

約1．4倍，胸高直径約1．1倍，蓄積約1．5倍に相

当する造林成績を示している。特に蓄積は同収穫

表の30年生林分に相当しており,本品種が成長早

生型の特性を有してはいるものの,20年生林分と

しては「立派な山」になっている

②アヤスギの造林成績は,10年目，20年目とも

同収穫表の1等地の数値におおむね相当しており，

成長型が晩生型品種の造林成績としては良好であ

る

③クモトオシとアヤスギの造林成績を比較する

と，同じ立地条件下で，同じ育成管理を行ったに

もかかわらずアヤスギが大きく劣っている。この

較差は両品種の特性の相違によるものと判断して

いるが，この品種的特性と成長との関係は追跡調

査を実施することにしている。造林成績は表・3お

よび写真･1，2に示した。

このような良好な造林成績を得られた要因とし

て現時点では，①試験林の地位が高いこと，②耕

転植栽，③林地肥培等各施業の相剰効果によるも

のと推察している。

3．おわりに

成長限界試験林造成当時の当局の財政はまだ黒

林業技術No.5891991.4



写真.1クモトオシの林相(平成3年2月）

字で集約施業を実施できたが，財政が深刻化し始

め，造林事業の大半をﾀ陪M資金に頼るようになっ

てからは，経費を無視してまで施業を継続するこ

とは困難な状況になった。しかし，試験林の目的，

規模，長期性等から見て，画期的かつ貴重な試み

であるので，現在，地域施業計画区ごとに1営林

署あて選択して計10営林署の試験林について,主

刊行のお知らせ

<平成2年度会員配布図書＞

19

写真･2アヤスギの林相(平成3年2月）

伐期に至るまで10年目ごとに調査を行い,成長量

の限界値，施業方法と造林成績の関係，品種的特

性と造林成績の関係等を究明するとともに，その

成果を基にして経済性を加味した造林技術の改善

と発展を図りたいと考えている。

（たにぐちよしのぷ・熊本営林局造林課）

森の虫の10⑪不思議
四六判・224頁

定価1,200円 蝿呵
r一寸の虫にも五分の魂｣というように，一見無意味に動き回っているように思われ
る虫たちにもそれぞれの生活があり，ほかの植物や動物と密接な関係を持って暮らし
ています。地球上の動物の中でもっとも種煩が多いといわれる虫たちの，自然界での
生きる仕組みとは？
本書は，まだまだ不思議に満ちた彼らの世界を，思いもよらない事実を交じえなが
らわかりやすく紹介したものです。 －一

購読をご希望の方は，お近くの一般書店でお買い求めいただくか，直接東京書籍㈱までご注文ください
もり

(丑03-3942-4111)。既刊の『森と水のサイエンス』『森林の100不思議』ず土の100不思議』もぜひご利用く

ださい。

一発行東京書籍株式会社

林業技術N0.58919914
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13．ネイチャーゲーム(1)
－やわらかい日ざしの下で
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ネイチャーケーム
cBa

■伊野号迄■￥､

2

写真．l『ネイチャーゲーム』1，2

1．ネイチャーゲームとは

ネイチャーゲームは，米国のナチュラリスト，

J.コーネル氏により発表された，人と自然の触れ

合いを目的とした自然（森林）体験プログラムで

ある。

このプログラムは，森を自分の体で直接感じ取

り，森との一体感を得ることを目的にした64(19

90年現在）のゲームから構成されており，都市公

園や室内など，身近な場所でできるものから，山

奥の深い森の自然をじっくり体験するものまで，

さまざまな自然環境，参加者層などに対応できる

ようになっている。

また，知識よりも体験を重視するため，子供か

ら年配者まで，特に自然に関する知識のない人で

も気軽に参加できるのも特長である。

このプログラムは，1979年に『SharingNature

WithChildren｣(子供たちと自然を分かち合おう）

という本として出版され，全米の親や教員や野外

活動指導者の間で,25万部を超えるベストセラー

になった。わが国では，1986年に邦訳版rネイチ

ャーケーム1｣,1990年に『ネイチャーゲーム2J

林業技術No.5891991.4
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降旗信一

1
段

二

写真･2コーネル氏の住む北カリフォルニアの大自然

が柏書房より出版され，考案者のコーネル氏が名

誉所長であるネイチャーゲーム研究所により普及

されている。

最近では，子供向けのイベントや指導者養成の

プログラムとして，森林・林業関係者の間からも

注目されている。

2．ネイチャーゲームの理念

(1)森への「きづき」

ネイチャーゲームの理念を表す，代表的なキー

ワードに「きづき」がある。

私たちは，森に入るとき，意識的に自分の感覚

を集中させて，森からのさまざまなメッセージを

受け取ることができる。そして，森の音，匂い，

色，肌触り，味など，さまざまな感覚で森を感じ

取ることができる。試みに，いつも歩いている森

を目隠しをして歩いてみていただきたい。きっと，

あなたは，ふだん気づかない森の匂いや周囲の動

物たちの気配にきづき，そこにいつもと，まった

く違った『森』を感じ取ることができるだろう。

私たちが，このような新鮮な体験を重ねること
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表･1ネイチャーケームー覧表（1990年末現在）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

大地の窓

木の鼓動

目かくし歩き

わだしの木

目かくしトレイル

ロールプレイ

音いくつ

色いくつ

カモフラージュ

目かくしイモ虫

目かくし迷子

同じものをみつけよう

ミクロハイク

生き物のピラミットミ

森の設計図

食物連鎖

天敵と獲物

植物遷移の旅

動物あてゲーム

私はだれでしょう(1)

木の葉のカルタとり

フクロウとカラス

木のシルエット

宝さがし

私はだれでしょう②

ノアの箱舟

動物ジエスチャー

カウボーイケーム

カメレオンゲーム

森の怪物

いねむりおじさん

コウモリとガ

暗闇を照らせ

パードコール

とまり木

森の狩人たち

森の探偵団

狩人の訓練

ナイトハイク

サパイバルハイク

感覚のひろがリ

サイレントウオーク

この指とまれ

自然のしくみ

木をつくろう

ネイチャービンゴ

ハビタット

はじめまして

サウンドマップ

ひとりぽっち

裸足で歩こう

動物紳士録

ミステリーアニマル

詩の剛直

イメージの旅

木の一年

カメラゲーム

ナチュラリストの物語り

ﾈｲ升産メデrﾃｰｼｮﾝ

明巳への手紙

私の詩
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ｎ
式
Ｕ
〃
州
「

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６

写真･3Jコーネル氏

を踏まえ，まとめたものが，この『ネイチャーゲ

ーム』である。彼は，この本を発表したのち，全

米でも数少ない独立したナチュラリストになり，

シェラネバダ山脈のふもとにある小さな村に住み

ながら，アメリカはもとより世界中からの指導要

請にこたえるために，ワークショツプ（実技講習

会)を実施している。わが国には，1986年と1990

年に来日し，各地の指導者を対象にした講習会を

行った。

3．あなたにもできるネイチャーゲーム

『木の葉のカルタとり』

このネイチャーゲームは，落葉で楽しく遊びな

がら森についての理解を深めよう，というねらい

で考えられたものだ。

落葉は，いつでもだれでも手軽に触れることが

できる。まず，近くの森に行って落葉を探してみ

よう。大きな葉，小さな葉，丸いのや，とがって

いるのや，縁がギザギザな葉など，一口に「葉」

といってもいろいろな種類があり，1つ1つをて

いねいに見ていくと，同じ種頃でも少しずつ違っ

ていたり，中には虫に食われた跡のあるものがあ

ったりして，とても楽しい。

まず，あらかじめ周囲に落ちている木の葉や実

を2枚ずつ6～10種類集める。そして，平坦で開

によって，森は，より近いもの，親近感のあるも

のになっていく。そして，やがては，私たちが森

(自然)の一部であり，森と一体のものだったとい

うことに実感をもって気づかされるのである。こ

のように森との一体感を感じることがネイチャー

ゲームの理念であり，これを参加者に体験として

実感してもらうことが，プログラムの最終的な目

標である。

(2)J・コーネル氏とは

ネイチャーケームの創始者,J.コーネル氏は，

米国，カリフォルニア生まれのナチュラリストで

ある。『ナチュラリスト』という職業は，わが国で

は，まだ定着していないが，米国では，自然を管

理する仕事，自然を調査研究する仕事，自然のす

ばらしさや大切さを人々に伝える仕事，の3つの

仕事をする人々の総称として使われている。

コーネル氏は，少年時代を北カリフォルニアの

大自然の中で過ごし，カリフォルニア大学でネイ

チャーアウェアネス（自然認識学）を専攻し，こ

の分野で初の修士号を取っている。卒業後は，ア

メリカ最大の自然保護団体オーデュボン協会のレ

ンジャーやボーイスカウトの指導員などを歴任し

ながら，特に子供たちと自然の触れ合いのための

さまざまな実践を積み重ねてきた。これらの実践

林業技術No.5891991.4
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写真･4木の葉のカルタ

写其･5木の葉のカルタとり

１
２

厩 篭雛懇準塗恩&癌
写真･6野外講習風景（木の鼓動ケーム）

けた場所の地面に,10mの間隔をあけて2本の5

mロープを張る。

集めてきた2枚ずつの「葉」や「実」は，それ

ぞれ1つをリーダー用の袋に入れ，残りは2本の

ロープの中央部分に重ならないように置く。これ

が，カルタだ。このとき，風が強いとカルタが飛

んでしまうので注意する。参加者は，同人数の2

チームに分かれ，その2本のロープに沿って向か

い合って並ぶ。

準備ができたら，両チームとも端の人から順番

に番号を言う。すると，両チームに「1番，2番，

3番……」と番号を持った人が1人ずつできるわ

けだ。

準備ができたら，いよいよゲームの始まりだ。

『今から私は,みんなの前にある葉っぱと同じもの

を1つ見せます。そのあと番号を言いますから，

その番号の人は，同じものを見つけてください』

こう言ってから，リーダーは，自分の袋から1

写真･7野外講習風景（カメラゲーム）

枚の葉を取り出して皆に見せる。『さあ，枚の葉を取り出して皆に見せる。『さあ，この葉っ

ぱです。よ～く見てください。いいですか。それ

では番号は3番11.lここで両チームから『3番』

の人が代表選手となって，走って葉を探しにいく。

ほかの人たちは，自分のチームの選手を応援しよ

う。先に取ったチームは，その葉を元に戻して2

点をもらう。

こうして次々といろいろな葉のカルタとりをし

ながら，葉の特徴を学んでいくのだ。リーダーが

見せたのと違う葉を取ってしまったチームは，お

手つきとして減点してもいいが，そのとき，実際

に葉を見比べながらrどこが違ったのか」を確認

しよう。

また，ゲームの合間に，その葉にまつわる話(そ

の葉がいつ落ちたか，どの木から落ちたかなど）

をしてあげると，参加者の「木」への理解や親し

みがいっそう深まるだろう。
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写真･8野外講習風景（目かくしイモ虫ゲーム）

4．ネイチャーゲームを学びたい人のために

(1)ネイチャーゲーム初級指導員養成講座

ネイチャーゲームを体験し，指導法の基本を学

びたい人のために，ネイチャーゲーム研究所では，

20時間のネイチャーゲーム初級指導員養成講座

を行っている。これは，2泊3日で20の代表的な

ネイチャーゲームを体験し，基礎理論を学ぶもの

で，受講者には『ネイチャーゲーム指導員ハンド

ブック』がテキストとして配布される。この講習

23

会の受講者は，研究所認定のネイチャーゲーム初

級指導員として登録することができる。

この講習会は，研究所が主催するものと，自治

体や各種団体と共催で実施するものとがある。

(2)参考図書・教材など

ネイチャーゲームの参考図書としては，前出の

『ネイチャーゲーム1』『ネイチャーゲーム2.リが

ある。いずれも柏書房より定価1,350円で発行さ

れている。また，ネイチャーゲーム研究所では，

上記の本のほか，バンダナ（700円)，木の鼓動を

聞く聴診器(2,900円),指導者向けビデオ(8,000

円）などの教材を取り扱っている（送料別)。

5．おわりに

今回は，第1回ということで，ネイチャーゲー

ムの理念など基礎的な解説が中心だった。次回以

降，季節に応じたネイチャーゲームや参加者の反

応，指導のテクニック，また実際に森に親しむ行

事として実施した事例などを紹介したい。

（ふりはたしんいち・ネイチャーゲーム研究所）

ネイチャーゲーム･イベント情報
ネイチャーゲーム初級指導員養成講座

神奈川県

日時：5月3～5日，会場：子供の国（横浜

市)，対象：一般，参加費:26,000円（登録費込

み)，申し込み･問い合わせ先：ネイチャーゲーム

研究所

兵庫県

日時：5月31日～6月2日，会場：明石公園，

対象：一般，参加費：未定，申し込み・問い合わ

せ先：兵庫県自然教室("078-221-5103)

山梨県

日時：7月21～23日,会場：キープ清里キャン

プ場，対象：一般，参加費:26,000円(登録費込

み)，申し込み･問い合わせ先：ネイチャーゲーム

研究所

千葉県

日時：8月16～18日，会場；未定，対象：一

般，参加費:未定，申し込み・問い合わせ先:未定

◎詳細は，ネイチャーゲーム研究所

ネイチャーゲーム入門講座

ネイチャーゲームをやさしく解説する講座です。

ネイチャーゲームや自然環境教育に関心のある方

なら，どなたでも参加できます。

日程：第1回，6月5日㈱,「ネイチヤーゲーム

の概要とコーネル氏の思想」第2回，6月12日

㈱，「ネイチャーアウェアネス（自然へのきづき）

とは」第3回，6月19日伽，「教えるよりもわ

かちあおう」第4回，6月26日㈱，「フローラ

ーニングの実際」第5回，6月30日(日)，「野外

でネイチャーゲームを体験しよう」時間：室内

講義19:30～21:00,野外実習10:00～15:00

会場：室内講義･･新宿文化センター4階第2会議

室，野外実習…多摩丘陵(予定）講師：降旗信一

ほか参加費:18,000円(一般）定員:28名(先

着順）申し込み･問い合わせ先：ネイチャーゲー

ム研究所

(丑03-5376-2733,火～金曜の12：00～17：30）まで
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く
栽
植
さ
れ
、
か
つ
そ
の
霊
力
信
仰
の
ゆ
え
に
、
こ

れ
が
尊
ば
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

桃
の
語
は
、
前
掲
の
『
古
事
記
』
を
は
じ
め
、
『
日

本
書
紀
』
そ
の
他
多
く
の
文
献
に
見
え
る
が
、
一
方

楊
梅
の
名
が
現
れ
る
の
は
『
出
雲
風
土
記
』
が
最
初

で
、
こ
れ
を
ヤ
マ
モ
モ
（
夜
末
毛
々
）
と
訓
じ
た
の

は
『
和
名
抄
』
が
初
め
て
の
よ
う
で
あ
る
。
『
和
名
抄
』

に
は
、
ほ
か
に
桜
桃
の
一
種
黒
桜
子
の
名
を
あ
げ
、

や
は
り
ヤ
マ
モ
モ
の
訓
を
当
て
て
い
る
。

古
代
モ
モ
の
信
仰
が
一
般
化
し
、
広
く
栽
培
さ
れ

る
に
つ
れ
、
と
き
に
は
、
例
え
ば
ス
モ
モ
、
カ
ラ
モ

モ
（
杏
）
な
ど
の
果
実
を
含
め
た
一
般
名
称
と
し
て

も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ヤ

マ
モ
モ
も
、
必
ず
し
も
楊
梅
の
み
に
限
ら
れ
た
名
前

で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

奈
良
、
平
安
時
代
の
詩
文
に
し
ば
し
ば
そ
の
名
の

出
て
く
る
楊
梅
が
、
『
本
草
和
名
』
に
そ
の
記
載
が
な

い
の
は
な
ん
と
も
不
可
解
だ
が
、
楊
梅
の
名
が
最
初

に
現
れ
る
中
国
の
本
草
書
が
宋
の
『
開
宝
本
草
』
と

い
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。

モモ中村暢斎『訓蒙図菜』

形
態
・
分
布
な
ど
モ
モ
は
中
国
北
部
原
産
で
中
国

で
は
八
珍
果
の
一
つ
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
わ

が
国
で
も
改
良
さ
れ
た
中
国
北
中
部
系
の
も
の
を
主

に
栽
培
し
て
い
る
。
そ
の
渡
来
は
古
く
、
古
代
か
ら

果
実
を
食
用
と
す
る
た
め
に
広
く
栽
培
さ
れ
て
き
た
。

宮
崎
県
、
山
口
県
な
ど
に
モ
モ
の
野
生
が
あ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
も
の
は
栽
培
品
か
ら
野

生
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

高
さ
三
～
五
メ
ー
ト
ル
の
落
葉
小
高
木
で
、
葉
は

互
生
し
、
広
い
披
針
形
で
長
さ
八
～
十
二
セ
ン
チ
あ

り
、
先
は
鋭
く
と
が
り
、
縁
に
細
か
い
鋸
歯
が
あ
る
。

三
～
四
月
ご
ろ
、
葉
よ
り
先
、
ま
た
は
同
時
に
、

花
柄
が
短
く
て
枝
に
接
着
し
た
、
淡
紅
色
の
五
弁
花

を
開
く
。
四
月
中
旬
ご
ろ
、
中
央
線
の
勝
沼
駅
付
近

の
高
台
か
ら
は
、
南
の
山
す
そ
の
モ
モ
畑
に
咲
く
花

が
、
紅
色
の
花
の
雲
に
な
っ
て
見
え
る
。
果
実
は
球

形
で
大
き
く
、
一
側
に
縦
の
灘
が
あ
り
、
表
面
に
微

毛
を
密
布
し
て
い
る
。
七
月
ご
ろ
熟
し
、
果
肉
が
多

汁
で
、
中
に
堅
く
て
深
い
し
わ
の
あ
る
核
が
あ
り
、

核
果
（
石
果
）
に
な
る
。
こ
の
核
を
一
般
に
は
モ
モ

た
れ

の
種
と
呼
ん
で
い
る
が
、
本
当
の
種
子
は
こ
の
核
の

中
に
入
っ
て
い
る
。

花
を
観
賞
す
る
品
種
を
ハ
ナ
モ
モ
と
呼
び
、
桃
色

八
重
、
濃
赤
色
八
重
の
も
の
、
白
色
の
一
重
や
八
重
、

枝
垂
れ
る
も
の
も
あ
る
。
白
花
と
紅
花
が
混
生
す
る

ゲ
ン
ペ
イ
モ
モ
、
花
弁
が
細
く
八
重
の
キ
ク
モ
モ
な

ど
品
種
が
多
い
。
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『
古
事
記
』
に
こ
ん
な
話
が
載
っ
て
い
る
。

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
よ
み

伊
邪
那
岐
命
が
黄
泉
の
国
に
、
亡
く
な
ら
れ
た

い
き
な
み
の
み
こ
と

伊
邪
那
美
命
を
訪
ね
、
見
て
は
な
ら
ぬ
と
い
わ
れ
た

よ
も
つ
し
こ
め

屍
を
目
に
し
た
た
め
、
女
神
が
怒
り
狂
い
、
黄
泉
醜
女

え
ぴ
か
ず
ら
ゆ
っ
つ
ま
く
し

に
命
じ
て
男
神
を
追
わ
し
め
る
。
蒲
子
や
湯
津
爪
櫛

を
投
げ
て
は
時
を
稼
ぐ
う
ち
、
な
お
も
追
わ
れ
て

よ
む
つ
‐

黄
泉
比
良
坂
ま
で
来
た
と
き
、
坂
の
登
り
口
に
あ
っ

も
も

た
桃
の
実
三
つ
を
投
げ
つ
け
る
と
、
臓
女
は
恐
れ
て

退
散
す
る
。
そ
こ
で
男
神
は
モ
モ
の
実
に
向
か
い
、

「
私
を
助
け
て
く
れ
た
よ
う
に
、
中
つ
国
の
民
が
苦
し

い
目
に
あ
っ
た
時
も
助
け
て
ほ
し
い
」
と
仰
せ
ら
れ
、

お
姪
か
む
つ
み
の
み
こ
と

意
富
加
牟
豆
美
命
と
い
う
名
を
賜
っ
た
。

じ
ん
耀
い
の
ま
さ
も
し
お
ぐ
さ

玉
木
正
英
の
『
神
代
巻
藻
塩
草
』
（
一
七
三
九
年
）

に
は
、
「
違
鵬
二
桃
枝
ヲ
用
フ
ル
事
延
喜
式
二
見
エ
タ

ヤ
カ
タ

リ
、
今
ノ
世
二
桃
ノ
樹
ヲ
以
テ
屋
固
メ
ノ
札
ヲ
作
り
、

桃
ノ
実
又
ハ
桃
ノ
枝
ヲ
以
テ
、
雷
ヲ
避
ク
ル
守
リ
ヲ

マ
ジ
ナ
ヒ

封
ジ
、
或
ハ
邪
気
ヲ
去
ル
ノ
禁
厭
ヲ
為
ス
事
多
シ
、

是
し
皆
古
来
ノ
禁
方
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
昔
宮
中

ア
シ

で
は
、
大
晦
日
の
夜
、
殿
上
人
が
桃
の
弓
と
葦
の
矢

し
ぐ
さ

つ
い
な

で
鬼
を
射
る
仕
種
を
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
追
朧
と

木
の
名
の
由
来

37

モ
モ
（
桃
）

も
「
鬼
や
ら
い
」
と
も
称
し
た
。
け
い
そ
巻
い
じ
き

中
国
で
六
世
紀
に
成
っ
た
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
、

「
桃
ハ
五
行
之
精
ニ
シ
テ
、
厭
二
伏
シ
邪
気
毒
制
認
百
鬼
一
ヲ

也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
モ
モ
に
は
邪
気
、

悪
気
を
払
う
霊
力
が
あ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

モ
モ
の
持
つ
霊
力
に
対
す
る
信
仰
は
、
む
ろ
ん
こ
う

し
た
中
国
の
習
俗
に
由
来
す
る
も
の
で
、
古
い
時
代

朝
鮮
半
島
を
経
て
こ
れ
が
日
本
に
伝
わ
り
、
モ
モ
の

木
そ
の
も
の
も
、
こ
れ
と
同
時
に
わ
が
国
に
渡
来
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

古
代
に
モ
モ
と
称
し
た
も
の
は
、
実
は
ヤ
マ
モ
モ

（
楊
梅
）
で
あ
っ
て
、
古
く
桃
の
信
仰
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
実
物
は
な
か
っ
た
と
説
く
人
も
あ
る
が
、
古
代

の
日
韓
交
通
が
、
現
代
想
像
す
る
以
上
に
盛
ん
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
モ
モ
の
名
と
、
こ
れ
に
対

す
る
信
仰
の
み
が
伝
わ
っ
て
、
現
物
が
渡
来
し
な
か

っ
た
と
す
る
根
拠
は
き
わ
め
て
薄
い
。

現
に
国
学
院
大
学
の
考
古
資
料
館
に
は
、
弥
生
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
数
々
の
モ
モ
の
種
子
が
収
め
ら
れ

て
お
り
、
私
も
そ
の
う
ち
の
数
個
を
樋
口
清
之
教
授

深
津
正

小
林
義
雄

か
ら
い
た
だ
い
て
帰
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

さ
て
モ
モ
の
語
源
だ
が
、
『
東
雅
』
に
は
、
「
其
の

実
の
繁
き
者
を
い
ふ
に
似
て
け
り
。
凡
物
の
多
き
数

に
は
モ
モ
と
い
い
、
チ
と
い
う
。
モ
モ
は
即
百
也
」

と
あ
り
、
『
万
葉
古
今
動
植
正
名
』
も
ま
た
、
「
桃
の

木
は
、
花
と
い
い
、
実
と
い
い
、
も
も
ち
に
栄
ゅ
る

も
の
な
れ
ば
、
も
も
と
名
づ
け
た
る
な
る
べ
し
」
と
、

も
も百
説
を
支
持
し
て
い
る
。

ま
み
も
え
み

ほ
か
に
真
実
説
、
燃
実
説
な
ど
が
あ
り
、
『
万
葉
集

も
も

も
や

名
物
考
』
の
ご
と
き
は
、
肪
肪
説
を
と
り
、
「
舟
が
肪
っ

た
よ
う
な
実
が
つ
く
か
ら
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
ど

の
説
に
も
、
な
る
ほ
ど
と
う
な
ず
か
せ
る
も
の
が
な
い
。

私
は
、
朝
鮮
半
島
で
古
く
か
ら
、
桃
の
邪
気
を
払

う
威
力
は
そ
の
毛
に
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
桃
毛

（
さ
‐
日
ｏ
）
と
い
い
、
今
な
お
こ
う
し
た
信
仰
が
残
っ

て
い
る
と
い
う
か
ら
、
日
本
語
の
モ
モ
の
語
源
は
、

こ
の
８
，
日
。
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
現
に
、

東
條
操
編
『
南
嶋
方
言
資
料
』
に
よ
れ
ば
、
八
重
山

で
は
モ
モ
を
ト
ー
ム
ン
と
称
し
て
い
る
と
い
う
。

わ
ざ
へ
け
も
心
も
と

函
万
葉
集
』
に
は
、
「
は
し
き
や
し
吾
家
の
毛
桃
本

し
げ
く
、
花
の
み
咲
き
て
な
ら
ざ
ら
め
や
も
」
（
巻

し
た
ご
こ
る
よ

七
）
、
「
わ
が
宿
の
毛
桃
の
下
に
月
夜
さ
し
、
下
心
良

む
ろ
ふ

し
う
た
て
こ
の
こ
ろ
」
（
巻
一
○
）
、
「
大
和
の
室
原
の

毛
桃
本
繁
く
、
言
い
て
し
も
の
を
な
ら
ず
ば
止
ま
じ
」

（
巻
二
）
と
毛
桃
を
詠
ん
だ
歌
が
三
首
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
万
葉
集
』
に
は
っ
き
り
毛
桃
と
あ

る
か
ら
に
は
、
当
時
ケ
モ
モ
と
呼
ば
れ
た
モ
モ
が
多
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『
１
０
．
日
Ⅱ
０
．
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
０
』
ｑ
■
．
．
■
０
■
・
ｇ
ｏ
．
‐
９
６
６
１
１
１
１
１
１
１
１
‐
９
１
１
１
１
１
１
１
９
』
旬
』
。
』
。
一

一
形
校
程
漉
圭
措
岸
吟
牽
一

一
山
》
鍔
鋤
チ
ッ
は
プ
が
一

口
介
一
一
号
》
》
一
口

葬
》
一
》
帰
一
一
一
》
口

一
お
東
業
了
在
シ
趣
入
と
要
た
一

県
卒
修
現
リ
楽
生
を
い
一

”
△
■
０
０
ｏ
Ｕ
９
０
４
０
０
０
ｊ
ｏ
ｆ
０
０
０
０
６
Ｑ
０
９
０
１
６
．
＄
６
６
ｌ
６
ｌ
６
６
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
０
９
９
０
０
Ｂ
Ⅱ
』

ク
ロ
モ
ジ
（
倉
田
悟
『
原
色
日
本
林
業

樹
木
図
鑑
第
三
巻
』
、
地
球
社
）

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
「
ア
ケ
ビ
な
ど
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
苦
労
を

か
け
ら
れ
た
も
の
の
実
に
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
植
物
ば
か

り
で
あ
る
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
真
っ
赤
な
実
を
つ
け
る
サ
ル
ト
リ

イ
バ
ラ
の
根
茎
は
、
梅
毒
や
淋
病
に
か
か
り
山
に
捨
て
ら

れ
た
人
が
、
こ
れ
を
食
べ
て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た

と
す
る
故
事
に
ち
な
ん
で
「
山
帰
来
」
あ
る
い
は
「
土
挟

苓
」
と
称
さ
れ
る
。
当
時
は
、
あ
の
硬
い
ト
ゲ
そ
し
て
イ

バ
ラ
の
名
前
か
ら
す
れ
ば
当
然
バ
ラ
科
と
思
っ
て
い
た
の

だ
が
、
こ
の
植
物
は
ユ
リ
科
の
植
物
で
あ
る
。

山
菜
と
し
て
よ
く
食
べ
る
ワ
ラ
ビ
に
は
「
発
癌
性
物
質

（
プ
タ
キ
ロ
サ
イ
ド
）
」
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
化
合
物

は
ア
ル
カ
リ
あ
る
い
は
酸
に
弱
く
分
解
さ
れ
や
す
い
の

で
、
わ
ら
灰
か
重
曹
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
で
十
分
灰
抜
き
を

す
る
必
要
が
あ
る
（
灰
抜
き
は
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、

実
に
理
に
か
な
っ
た
生
活
の
知
恵
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
）
。

ワ
ラ
ビ
の
も
う
一
つ
の
思
い
出
は
、
大
学
院
の
学
位
論
文

「
シ
ダ
植
物
の
昆
虫
変
態
ホ
ル
モ
ン
の
研
究
」
に
ま
つ
わ

る
も
の
だ
。
セ
ン
チ
ニ
ク
パ
エ
の
幼
虫
（
ウ
ジ
ム
シ
）
を

さ
鞭
ぎ

使
っ
て
、
幼
虫
が
蛎
に
変
態
す
る
活
性
物
質
を
探
し
求
め

る
こ
と
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん
横
に
長
く

は
っ
て
い
く
根
を
求
め
て
は
山
を
掘
り
起
こ
し
た
も
の

だ
。
根
に
含
ま
れ
る
デ
ン
プ
ン
を
利
用
し
た
ワ
ラ
ピ
餅
が

売
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
あ
の
デ
ン
プ
ン
を
集
め
る
苦

労
が
よ
く
わ
か
る
。

ア
ヶ
ビ
に
は
、
小
葉
五
枚
の
ゴ
ョ
ウ
ア
ケ
ビ
と
、
三
枚

の
小
葉
か
ら
成
る
ミ
ッ
バ
ア
ケ
ビ
が
あ
り
、
そ
の
茎
を
通

例
横
切
り
し
た
も
の
を
「
木
通
」
と
称
し
、
消
炎
性
利
尿
、

通
経
、
鎮
痛
の
目
的
で
消
風
散
、
通
導
散
な
ど
の
漢
方
処

つ
る

方
に
配
合
さ
れ
る
。
ア
ヶ
ピ
の
蔓
は
細
工
物
と
し
て
利
用

さ
れ
る
（
本
紙
ｚ
ｐ
認
腸
ロ
窓
参
照
）
。
果
肉
は
そ
の
ま

ま
で
も
甘
く
て
お
い
し
い
が
、
乾
燥
し
て
油
妙
め
に
し
た

り
、
塩
浸
け
に
し
て
お
け
ば
保
存
が
で
き
る
し
、
塩
出
し

を
し
た
後
は
ひ
き
肉
や
糸
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
マ
イ
タ
ケ
に
甘

味
噌
な
ど
を
入
れ
、
絡
め
て
油
で
揚
げ
れ
ば
最
高
品
で
あ

る
。
ま
た
新
芽
は
お
浸
し
や
合
い
物
、
あ
る
い
は
テ
ン
プ

ラ
と
す
れ
ば
、
あ
の
ほ
ろ
苦
さ
を
持
ち
合
わ
せ
た
味
。
こ

れ
で
ア
ケ
ピ
料
理
三
品
の
で
き
上
が
り
で
あ
る
。
わ
が
家

の
垣
根
に
も
所
狭
し
と
植
え
て
あ
り
、
お
客
が
あ
っ
た
と

き
に
は
、
産
地
調
達
品
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
果
肉
の
料
理
は
ど
う
し
て
も
山
形
産
で
な
い
と

満
足
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

ク
ズ
の
周
皮
を
除
い
た
根
は
、
生
薬
名
「
葛
根
」
と
称

し
、
か
ぜ
薬
の
代
表
的
な
漢
方
剤
で
あ
る
葛
根
湯
の
重
要

な
構
成
生
薬
で
あ
る
。
最
近
、
葛
根
湯
を
や
せ
薬
と
し
て

使
用
し
て
い
る
人
が
い
る
よ
う
だ
が
、
漢
方
薬
も
正
し
く

使
わ
な
け
れ
ば
副
作
用
が
出
る
の
で
、
大
い
に
気
を
つ
け

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
豊
富
に
含
ま
れ
る
デ
ン
プ
ン
は
、
ク

ズ
粉
の
製
造
原
料
と
さ
れ
る
し
、
夏
に
咲
く
あ
の
花
は
酒

毒
に
効
く
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
酒
に
縁
の
深
い
（
二

日
酔
い
？
）
筆
者
に
は
ま
た
と
な
い
研
究
テ
ー
マ
と
思
い
、

最
近
学
生
た
ち
と
動
物
実
験
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

↑
侭
｝
プ
（
》
◎

現
在
も
な
お
東
京
都
主
催
の
薬
草
観
察
会
や
、
研
究
材

料
を
集
め
る
必
要
上
、
野
山
を
歩
き
回
わ
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
山
に
対
す
る
愛
着
心
が
尽
き
ず
、
山
形
に
三
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な
土
地
（
？
？
）
を
確
保
し
、
ニ

ガ
キ
（
苦
木
）
、
キ
ハ
ダ
（
黄
柏
）
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
サ

イ
カ
チ
な
ど
の
薬
木
を
、
そ
し
て
下
草
と
し
て
オ
ウ
レ
ン

（
黄
連
）
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
（
淫
羊
擢
）
、
ザ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ

ほ

マ
（
升
麻
）
な
ど
を
栽
培
し
、
研
究
圃
場
（
？
？
）
と
し

て
活
用
し
つ
つ
あ
る
。
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風 土と薬用恒物＜新連載＞、鱗
や零
＊

1ふるさとから学んだ薬草

÷

奥山徹く§．｡§｡
＊妙｡§。’
拶c§｡｡§。。§･（明治薬科大学・教授）

「
人
と
の
出
会
い
、
物
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
何
事

も
大
い
に
経
験
し
た
い
も
の
だ
」
と
、
私
は
口
癖
の
よ
う

に
学
生
に
語
り
か
け
て
い
る
。
今
の
若
者
は
テ
レ
ビ
、
ビ

デ
オ
、
雑
誌
な
ど
を
と
お
し
て
の
知
識
は
豊
富
に
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
物
事
を
経
験
し
な
が
ら
体
で
覚
え
て
い
く

こ
と
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
私
と
薬
草
の
出
会
い
」
は
、
野
山
を
歩
き
回
り
自
然
と

の
触
れ
合
い
の
中
か
ら
、
そ
し
て
田
舎
の
父
を
と
お
し
て

生
ま
れ
育
て
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
と
も
に
教

員
で
あ
っ
た
両
親
は
、
や
せ
地
に
は
ラ
イ
ム
ギ
や
ソ
バ
を
、

ほ
か
の
畑
に
は
野
菜
類
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
リ
ン
ゴ
、
ヨ

ウ
ナ
シ
を
、
そ
の
周
り
に
は
ブ
ド
ウ
を
植
え
る
と
い
っ
た

（
今
か
ら
四
十
～
五
十
年
前
に
屋
敷
に
こ
の
よ
う
な
果
樹

を
植
え
て
い
る
所
は
、
ご
く
ま
れ
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
）
、
実
に
考
え
た
畑
の
利
用
法
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
父
は
山
が
好
き
で
、
山
を
こ
よ
な
く
大
切
に
し
て
い

た
。
私
は
そ
の
父
、
お
ふ
く
ろ
と
い
っ
し
ょ
に
出
か
け
て

は
、
そ
の
間
実
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
ス
イ
バ
（
タ
デ
科
）
は
酸
っ
ぱ
い
が
少
し
な
ら
食
べ

て
も
よ
い
、
あ
れ
は
苦
い
が
、
こ
っ
ち
の
イ
チ
ゴ
（
ク
サ

イ
チ
ゴ
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
ク
マ
イ
チ
ゴ
）
は
お
い
し

い
と
か
、
ひ
と
枝
折
っ
て
口
に
入
れ
た
枝
、
ク
ロ
モ
ジ
の

香
ば
し
い
味
の
一
方
で
、
ニ
ガ
キ
の
あ
の
苦
さ
、
今
で
も

脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
い
。

ク
ロ
モ
ジ
（
黒
文
字
）
（
ク
ス
ノ
キ
科
）
の
材
は
ク
ロ
モ

ジ
オ
ー
ル
と
い
う
精
油
を
含
み
香
料
・
化
粧
品
原
料
と
し

て
、
和
菓
子
の
ツ
マ
ョ
ウ
ジ
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
畑
や

山
に
出
か
け
た
と
き
の
昼
飯
は
決
ま
っ
て
ク
ロ
モ
ジ
か
ャ

は
し

ナ
ギ
の
枝
で
箸
を
作
っ
た
。
ニ
ガ
キ
（
ニ
ガ
キ
科
）
の
樹
皮

を
除
い
た
木
部
は
苦
木
と
称
さ
れ
、
多
く
の
苦
味
質
を
含

み
苦
味
健
胃
薬
と
し
て
家
庭
薬
原
料
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
山
の
植
林
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
ん

な
あ
る
日
、
小
学
校
に
入
る
前
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る

が
、
ス
ギ
、
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
を
は
じ
め
、
コ
ナ
ラ
、
ケ

ヤ
キ
、
カ
エ
デ
、
ク
ル
ミ
、
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
数
十
セ
ン

チ
に
も
満
た
な
い
実
生
を
た
く
さ
ん
集
め
て
き
て
は
、
玄

関
口
ま
で
の
道
の
両
端
に
所
狭
し
と
植
え
始
め
た
。
さ
す

が
の
父
も
こ
れ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
、
「
こ
ん
な
場
所
に
大
き
く

な
る
木
を
植
え
て
は
い
か
ん
、
す
ぐ
に
抜
い
て
し
ま
え
」

で
あ
っ
た
。
親
は
こ
こ
ま
で
や
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
で
も
数
本
は
畑
の
隅
で
育

て
、
山
に
移
植
し
た
こ
と
が
あ
る
。
子
供
心
に
小
さ
な
幼

木
を
育
て
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
今
に
す
れ
ば
よ

く
も
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
幼
木
を
集
め
た
も
の
と
感
心

す
る
。腰
に
は
ナ
タ
を
提
げ
、
は
け
ご
を
背
負
い
、
手
に
は
鎌

を
持
っ
た
い
で
た
ち
、
ま
だ
小
学
校
に
も
入
ら
な
い
こ
ろ

か
ら
父
に
付
い
て
山
の
下
刈
り
に
出
か
け
た
。
そ
れ
は
実

に
楽
し
み
な
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
木
に

よ
じ
登
っ
て
ク
リ
、
紫
に
熟
れ
た
ア
ケ
ピ
の
実
を
、
腹
い
つ

ぱ
い
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
晩
秋
に
は
、
た

く
さ
ん
の
赤
い
実
を
つ
け
た
ガ
マ
ズ
ミ
を
、
軒
下
に
つ
り

下
げ
て
お
き
、
霜
の
降
り
た
こ
ろ
に
食
べ
る
わ
け
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

大
学
時
代
は
休
み
に
入
る
と
決
ま
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
を

兼
ね
て
、
杉
の
下
枝
お
ろ
し
と
下
刈
り
を
や
っ
た
。
そ
の

と
き
の
苦
労
を
と
お
し
て
頭
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ア
シ

ナ
ガ
バ
チ
に
頭
と
背
中
を
刺
さ
れ
、
飛
び
上
が
る
ほ
ど
の

激
痛
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
、
硬
く
て
時
々
鎌
の
歯
を
欠
い

た
サ
ル
ト
リ
イ
パ
ラ
、
ハ
ギ
、
サ
サ
、
背
丈
が
自
分
よ
り

も
高
く
伸
び
て
い
た
カ
ヤ
、
ヨ
モ
ギ
、
ワ
ラ
ビ
、
イ
タ
ド

リ
、
そ
し
て
最
悪
の
状
態
は
こ
れ
ら
に
巻
き
つ
い
て
い
る

ピ
ン
ボ
ウ
カ
ズ
ラ
、
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
、
ク
ズ
、
ノ
ブ
ド
ウ
、
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と
古
沢
達
雄
氏
は
言
っ
た
。
自
生
の
も
の
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
い
か
に
改
良
し
て
い
く
か
に
無
限
の

楽
し
み
が
あ
る
ら
し
い
。
見
れ
ば
た
く
さ
ん
の
人
が

訪
れ
て
、
花
を
愛
で
て
い
る
。

ユ
キ
ッ
バ
キ
以
外
の
花
も
色
を
添
え
て
い
る
。
人

影
が
隠
れ
る
ほ
ど
に
茂
っ
た
葉
の
間
に
は
、
サ
ク
ラ

も
何
種
類
か
あ
る
が
、
ユ
キ
ッ
バ
キ
は
二
万
本
も
あ

る
。

「
訪
春
園
と
名
付
け
ま
し
た
よ
」

と
聞
い
て
、
雪
国
の
春
の
喜
び
を
感
じ
と
っ
た
。

雪
が
深
い
谷
間
だ
け
に
、
春
は
毎
年
人
生
の
喜
び
に

通
じ
る
の
だ
ろ
う
。
宿
の
入
口
も
庭
も
す
べ
て
樹
と

花
。
ど
れ
も
古
沢
さ
ん
が
手
塩
に
か
け
た
も
の
ば
か

魚

ユキツバキ（画・筆者）

り
だ
。
「
ユ
キ
ッ
バ
キ
の
原
種
は
ユ
キ
コ
マ
チ
と
呼
ん
で

い
ま
す
」

と
聞
い
て
、
花
に
対
す
る
愛
着
が
わ
か
っ
た
。
コ

マ
チ
は
女
性
の
名
で
あ
る
。

「
葉
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
・
縁
が
細
か
い
鋸
歯
状

に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
」

と
い
わ
れ
て
触
っ
て
み
る
。
な
る
ほ
ど
、
ふ
つ
う

の
ツ
バ
キ
と
違
っ
て
、
実
に
鋭
い
感
じ
だ
。

「
ヤ
ブ
ッ
パ
キ
の
雄
し
べ
は
白
く
て
筒
状
で
す
が
、

ユ
キ
ッ
バ
キ
の
は
黄
色
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
開

い
た
感
じ
で
す
」

こ
れ
か
ら
咲
く
か
と
思
え
る
。
雄
し
べ
の
見
え
な

い
も
の
も
ま
だ
あ
る
。
白
い
花
も
あ
る
。

「
こ
れ
は
突
然
変
異
で
す
よ
」

と
言
う
。
そ
の
名
は
「
シ
ロ
バ
ナ
・
ユ
キ
ツ
バ

キ
」
。
赤
い
花
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
る
だ
け
に
目
を

引
く
。「
サ
ザ
ン
カ
み
た
い
で
す
ね
」

と
言
え
ば
、

「
ニ
シ
キ
・
キ
リ
ン
と
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
」

と
、
指
差
す
花
弁
は
赤
と
白
の
斑
模
様
で
あ
る
。

交
配
の
妙
で
あ
る
。
そ
し
て
、
古
沢
さ
ん
は
、
万
代
、

朝
日
川
、
陽
春
、
燗
漫
な
ど
の
改
良
品
種
の
雅
名
を

次
々
と
挙
げ
た
。
〃
津
川
絞
り
″
と
名
付
け
た
稀
品

は
、
名
の
と
お
り
絞
り
が
見
ら
れ
、
花
の
色
が
ピ
ン

ク
か
ら
赤
に
変
化
す
る
と
い
う
。
津
川
と
は
阿
賀
野

川
の
別
称
で
も
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
「
川
の
港
」
で
へ

江
戸
時
代
は
新
潟
の
海
か
ら
こ
こ
ま
で
川
船
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

古
沢
屋
の
部
屋
か
ら
は
、
座
っ
た
ま
ま
で
川
面
が

見
え
、
視
界
は
絵
画
的
だ
。
春
は
対
岸
の
山
も
か
す

み
、
桃
源
郷
の
よ
う
な
旅
情
で
あ
る
。
夜
の
食
膳
に

は
宿
の
主
人
が
こ
れ
も
自
慢
す
る
山
菜
が
出
た
。
フ

キ
ノ
ト
ウ
、
コ
ゴ
ミ
、
タ
ラ
の
芽
な
ど
は
さ
し
て
珍

し
く
は
な
い
が
、
山
ユ
リ
の
あ
ん
か
け
は
珍
品
で
あ

ブ
毎
）
Ｏ

「
七
年
か
け
て
育
て
た
も
の
で
す
」

と
の
こ
と
、
ユ
リ
根
は
サ
ト
イ
モ
に
似
た
味
だ
が
、

よ
く
煮
て
も
歯
ご
た
え
が
あ
っ
て
、
イ
モ
の
球
根
と

は
違
う
舌
触
り
だ
。
さ
す
が
歳
月
を
か
け
て
育
て
た

だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。

朝
、
窓
を
あ
け
る
と
東
側
に
見
え
た
山
が
黒
崎
山
。

そ
の
名
の
と
お
り
、
山
肌
が
黒
く
見
え
る
。
針
葉
樹

で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
西
の

ほ
う
に
目
を
移
す
と
、
そ
こ
に
は
赤
崎
山
が
あ
っ
た
。

こ
ち
ら
は
広
葉
樹
の
山
肌
。
秋
は
赤
く
見
え
る
の
で

あ
る
。
赤
と
黒
、
こ
の
対
照
的
な
山
名
が
い
い
。

樹
林
に
関
心
を
示
し
た
私
に
対
し
て
、
宿
の
主
人

は
騏
麟
山
に
茂
る
樹
の
種
類
を
調
べ
た
リ
ス
ト
を
見

せ
て
く
れ
た
。
『
標
示
樹
木
目
録
』
を
見
る
と
、
コ
ナ

ラ
と
ア
カ
シ
デ
が
十
八
本
で
い
ち
ば
ん
多
い
。
し
か

し
、
何
と
い
っ
て
も
ほ
か
に
な
い
樹
種
は
、
ユ
キ
ッ

バ
キ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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ユ
キ
ッ
バ
キ
を
初
め
て
見
た
。

冬
の
花
か
と
思
っ
て
い
た
が
『
春
の
花
だ
っ
た
。

そ
れ
も
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
、
し
か
し
、
そ
れ

が
見
ら
れ
る
の
は
越
後
の
山
で
あ
る
。
ふ
つ
う
の
ツ

バ
キ
は
暖
か
な
海
岸
線
に
育
つ
が
、
名
の
と
お
り
、

ユ
キ
ッ
バ
キ
は
雪
国
特
産
な
の
だ
。

雪
国
と
い
え
ば
、
本
州
で
も
特
に
雪
の
深
い
の
が

日
本
海
か
ら
の
寒
風
が
吹
き
込
ん
で
く
る
地
域
。
ユ

キ
ッ
バ
キ
は
新
潟
の
町
か
ら
少
し
山
寄
り
の
加
茂
で

最
初
に
話
題
に
な
っ
た
が
、
私
が
見
た
の
は
阿
賀
野

き
り
ん

川
の
中
流
に
あ
る
騏
麟
山
だ
っ
た
。

キ
リ
ン
山
と
は
日
本
離
れ
し
た
名
の
山
だ
が
、
馬

の
背
の
よ
う
な
形
を
見
せ
て
そ
び
え
て
い
る
二
○
○

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
低
い
山
で
あ
る
。
会
津
盆
地
か
ら

流
れ
て
く
る
川
の
ほ
と
り
だ
が
、
こ
こ
は
越
後
の
東

の
隅
だ
か
ら
、
毎
年
雪
は
深
い
。
平
野
に
近
い
加
茂

と
違
っ
て
、
ユ
キ
ッ
バ
キ
は
今
も
自
生
し
て
い
る
。

そ
れ
で
新
潟
県
の
県
木
に
な
っ
て
い
る
。

磐
越
西
線
は
津
川
駅
で
降
り
て
、
歩
い
て
も
三
十

分
足
ら
ず
、
賊
麟
山
は
山
上
に
か
っ
て
城
が
あ
っ
た

森
へ
の
旅

●坊
ユ
キ
ッ
バ
キ
の
咲
く
山
里

の
で
、
登
る
道
が
つ
い
て
い
る
。
北
の
眼
下
が
阿
賀

野
川
、
南
の
眼
下
が
常
浪
川
、
登
る
と
川
の
中
の
島

の
よ
う
で
、
城
祉
一
帯
は
う
っ
そ
う
と
し
た
樹
林
で

覆
わ
れ
て
い
る
。

ユ
キ
ッ
バ
キ
は
そ
こ
に
点
々
と
咲
い
て
い
る
。
そ

れ
は
、
ふ
つ
う
の
ヤ
プ
ッ
バ
キ
と
比
べ
る
と
、
花
が

少
し
小
さ
い
が
、
見
て
す
ぐ
わ
か
る
違
い
は
、
雄
し

べ
が
黄
色
い
こ
と
だ
。
そ
れ
が
妙
に
印
象
的
だ
。
雪

国
の
花
な
ら
白
く
な
り
そ
う
だ
が
、
逆
に
温
か
み
の

あ
る
色
だ
。

暖
国
の
ツ
バ
キ
と
違
っ
て
、
灌
木
と
い
う
べ
き
低

さ
だ
。
ツ
ッ
ジ
の
よ
う
に
葉
も
広
が
っ
て
い
る
。
山

頂
に
近
い
城
壮
の
面
積
は
狭
い
が
、
取
り
巻
く
樹
々

を
見
る
と
、
幹
に
触
り
た
く
な
っ
た
。

高
い
樹
は
ケ
ヤ
キ
、
カ
ッ
ラ
、
エ
ノ
キ
な
ど
、
こ

れ
ら
は
す
ぐ
わ
か
る
が
、
ア
カ
シ
デ
と
ア
オ
ハ
ダ
が

か
な
り
あ
っ
た
。
「
赤
」
と
「
青
」
と
い
う
形
容
詞
が

つ
い
て
い
る
樹
だ
が
、
ア
カ
シ
デ
の
若
葉
は
赤
く
、

ア
オ
ハ
ダ
の
幹
は
名
の
と
お
り
爪
で
削
る
と
、
緑
色

の
肌
が
の
ぞ
く
か
ら
だ
。 岡

田
喜
秋

ア
カ
シ
デ
の
芽
は
ま
だ
固
い
感
じ
だ
。
ア
オ
ハ
ダ

は
秋
に
な
る
と
ウ
メ
モ
ド
キ
の
よ
う
な
赤
い
実
が
成

る
の
で
す
ぐ
わ
か
る
が
、
春
は
幹
を
傷
つ
け
て
み
な

い
と
特
定
で
き
な
い
。

騏
麟
山
の
頂
は
狭
か
っ
た
。
城
祉
か
ら
や
ぶ
を
分

け
な
が
ら
で
な
い
と
た
ど
り
つ
け
な
い
。
し
か
し
、

最
高
点
は
周
囲
か
ら
そ
こ
だ
け
突
出
し
た
形
で
、
実

に
眺
め
が
よ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
眼
下
に
続
く
細
い

尾
根
は
騏
麟
の
身
体
の
一
部
か
と
思
わ
せ
る
感
じ
で
、

そ
の
稜
線
を
見
る
と
、
ア
カ
マ
ッ
が
林
立
し
て
、
よ

く
育
っ
て
い
る
。
み
ご
と
で
あ
る
。

北
の
眼
下
に
流
れ
て
い
る
阿
賀
野
川
の
岸
へ
下
り

て
ゆ
く
山
道
が
あ
っ
た
。
そ
こ
は
急
斜
面
だ
っ
た
が
、

小
暗
い
山
肌
に
は
ユ
キ
ッ
バ
キ
が
点
々
と
咲
い
て
い

た
。
花
弁
は
赤
く
、
そ
れ
だ
け
見
る
と
、
特
に
特
徴

を
感
じ
な
い
が
、
樹
の
下
を
見
る
と
気
づ
く
。
ヤ
プ

ッ
バ
キ
の
よ
う
に
、
花
が
〃
首
ご
と
〃
落
ち
な
い
の

で
あ
る
。
ツ
バ
キ
は
昔
か
ら
〃
落
首
″
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
て
縁
起
が
悪
い
、
と
い
う
人
が
い
る
が
、
ユ

キ
ッ
バ
キ
は
腐
っ
て
も
花
が
落
ち
な
い
。
雪
国
育
ち

の
忍
耐
力
を
思
わ
せ
る
。

そ
の
夜
、
泊
っ
た
こ
の
山
の
麓
に
あ
る
宿
で
は
、

主
人
が
ユ
キ
ッ
バ
キ
を
栽
培
し
て
い
た
。
玄
関
の
前

に
麟
麟
山
が
そ
び
え
る
位
置
で
あ
る
。
古
沢
屋
と
呼

ば
れ
る
そ
の
宿
は
、
道
を
挟
ん
だ
山
す
そ
に
、
三
十

年
前
か
ら
こ
の
樹
の
〃
園
″
を
つ
く
っ
て
い
る
。

「
三
○
○
種
類
の
ユ
キ
ッ
バ
キ
が
あ
り
ま
す
」
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館426カ所，森林スポーツ施設

3,751カ所で,その内訳はキャン

プ場2,268カ所,スキー場784カ

所となっている。また遊歩道は

2,452カ所ある｡さらに1施設当

たり1年間の利用者数は，体験

実習林1,700人，森林・林業研

修資料館15,000人,森林スポー

ツ施設33,000人となっている

以上から現在の森林・林業につ

いて何を読み取るのか。人さまざ

まであり，またそれぞれの専門分

野でいろいろな分析もされること

であろうから，ここでは少し斜め

に読み取ることとしたい。

まず森林面積の減少であるが，

正直こんなものだろうと思ったが，

一般の国民は意外と感じ，数字に

疑問を抱いた人のほうがずっと多

いのではなかろうか。それは都市

周辺部のすさまじいまでの宅地，

ゴルフ場開発が目に焼きついてい

ることからくる実感として，森林

の2割は絶吋になくなっていると

の話をよく聞く。そこからの発想

農林鶏

林業センサスは語る

今年3月，昭和55年から10年

ぶりに農林水産省から林業センサ

スが発表された。その要旨をこの

10年間の変化で並べてみる。

○森林面種は0．7％減，林野率で

0．5％減。うち国有は1.0,民有
は0．5％が減

○人工林は7．0％増，天然林は

4．6％減

○人工林の齢級別面積割合は21

年生以上のシェアーが高くなっ

た

○蓄積は26.8％の増加で,うち人

工林は60.7％増に対し天然林

は4．7％増

○私有林の不在林面積は21.8％

で3％増

○森林の転用は258,000haで，う

ち農用地に43．4％，公共用地

14．6％，ゴルフ・レジャー施設

等が14.0％

○造林の請負業者は12.3％減,素

材生産の請負業者数は28.4％

減

o林業専業労働者数は30.3％減

○主な林業機械では，林内作業車

は260.0％も増えたが，集材機

は10.2%減，土場積込機は

23．2％減

○現在の森林の公益的利用割合は，

保安林が森林面積の32.3％を

占め，自然公園15.7％,鳥獣保

護区8．9％

○森林を文化・教育活動に利用し

ている施設の数は，体験実習林

329カ所，森林・林業研修資料

1990年世界農林業センサスの

林業地域調査が公表された。それ

によると，わが国の森林面積は

1980年以降の10年間に約11万

ha減少し約2460万haとなった

(図・1)。このうち人工林について

見ると，その面積は増加を続けて

おり，約1030万haと初めて1000

万haを超えるとともに，森林に占

める割合も4割を超えた。また，

この10年間の齢級構成の変化を

見ると,20年生以下の若齢林分が

27ポイント減少して37％，21～40

年生のものが26ポイント増加し

て52％，41年生以上のものが1

ポイント増加して11％となった。

このように，保育や間伐を必要と

する林分力§約9割を占めており，

森林資源は充実してきているもの

の，手入れを必要とする森林が依

然として多い。

わが国の

森林の現状

|議熱曹識謡臼奉鏡瀧謂

万ha
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図・1林種別森林面積

昭和35,45年は沖縄県を含まない
「その他｣は竹林,伐採跡地,未立木地である

~昭和4555平成2年

図・2林業労働者数

注：1）
2）
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として自然保護という名の運動

がヒステリックになることから，

ひん死の林業の足をますます引

っ張ってくれる。

次いで林業の担い手のこれま

たすさまじい減少だ。このこと

は55年のセンサスでも確か同

様のことが指摘されたが，国な

どがさまざまな対策を講じたに

もかかわらず，一向に歯止めが

効かずに今日の姿である。でも

これの解消は簡単かつめいりょ

う，つまり賃金倍増し，安全で

楽できれいな職場にすれば，若

者はたちどころに雲霞のごとく

はせ参じ，山は活気に満ち，手

入れの行き届いた美林は，その

蓄積を増やして良材を国民に提

供する。

で，どうやって高賃金を払い

安全で楽できれいな職場にし，

"木を切るな"の合唱をやめさせ

るかって？それはゆっくりセ

ンサスの分析から始めることで

すな。都市住民みんなで。

このような森林資源の変化に対

応して森林の持つ多様な働きを高

度に発揮させるためには，適切な

森林管理が必要である。

しかしながら，森林の管理を担

う林業労働者は77,000人と10年

間に33,000人も減少しており,そ

の減少度合いも強くなってきてい

る(図・2)。このまま林業労働者の

減少が続けば，将来にわたって価

値の高い国産材の供給ができなく

なり，さらにその後の造林，保育

といった継続した森林管理ができ

なくなることが危倶される。

このため，林道の整備や高性能

林業機械の導入による作業環境の

改善，月給制や休暇制度の導入に

よる就労条件の改善等に加え，魅

力ある生活環境の整備により林業

労働者を育成，確保することが緊

急の課題となっている。
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＜最終回＞

すてきなホームバー･セット

神戸市内には多くの異人館が公

開されているが，そのほとんどに

ホームバーが設けられているのが

目につく。おそらく，在住外国人

の故国での慣習があり，また，当

時の市中で男たちが集まる飲酒の

場所が，居酒屋か料亭であって，

外国人にはなじみにくかったこと

もあって，それぞれが自宅にホー

’

ムバーを設け，故国から取り寄せ

た洋酒でひとり酔境を楽しんだり，

親しい友人を交えて酒席の雑談に

時を過ごしたりしたのであろう。

これらのホームバーは，屋内の

一室を専用にして固定的に造られ

ているのが普通であるが，その中

の1軒だけは，たんすなどの大型

家具と同様の据置き式のホームバ

燕

耐熱"｜｜｜’ 昨j

恥か

-3"ぐOppに.Eコ亡=±｡二ｺ匡二｡匡.[.｡‘,+3“
木の典【さば．自綿の諒暫･"m/sよる奥L之′

異人館にある据置き式のホームパー建築設計家滝沢隆（禁無断使用）

眉剛語F職
':．:．:．::::::撫辮癖:::::．:．:':．.:.：

藤森隆郎著

林業改良普及双書107
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全国林業改良普及協会
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新書判，192頁

定価950円(税込)，（〒210）
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経済が発展し，生活が豊かにな

るにしたがって，森林に対する要

望は多様化してきている。それに

こたえるためには，目的に合った

さまざまな森林施業が必要となる。

しかし，そのような状況に直面し

て，基本となる施業が十分に確立

できていない多くの林家は，とま

どっている。そのため，国に対し

て地域の林業の指導担当者から，

施業マニュアル作成の要望が寄せ

られていた。もちろん，地域に密

着した施業の方法書は，地域の実

態を熟知している人々が作るべき

ものであろう。しかしながら，地

域の施業方法書を作る際に指針と

なる解説書もまた必要である。そ

れは，森林施業の基本的な概念か

ら説き起こし，施業体系を系統的

に述べた解説書である。本書は，

そのようなニーズにこたえようと

するものである。

「百間は一読にしかず！」まず

－．セットが置かれていた。その

異人館の名称を明示することはで

きないが，北野町かいわいの異人

館中の1軒である。

そのホームバー・セットは，広

さ6畳ぐらいの一室の廊下側内窓

の前の一隅に置かれてあり，室内

には，ほかに丸テーブルと数脚の

椅子が用意されているだけである。

セットの大きさは，高さ2mぐら

い，幅l5mぐらいで，表側の下

部は腰高約1mの板張りで，その

上にバー・カウンターが載ってい

る。カウンターの両端には6cm角

ぐらいの高さ約1mの柱が立ち，

左右の柱の上部には化粧板が張っ

てあり，その上に天井板が載せら

れている。セットの奥は2段に棚

が架けてあり，酒瓶やグラス類が

並べてある。奥の棚とカウンター

の間は，幅30cmぐらいの通路の

空間で，向かって左手の扉を開い

てバーの中に入るが，この扉の内

側にもグラス棚が設けてある。

は，読んでいただきたい。

rはじめに」を読むと，筆者の

森林施業にかける熱意と本書執筆

の意欲が伝わってくる。続く「第

1章施業体系の組み立て方」で，

森林施業の概念，施業の類型化の

手順を述べたあと,『第2章主要

な施業体系」において，針葉樹林，

広葉樹林，針広混交林それぞれの

施業体系を一気に解説している。

ここが本書の中核を成している。

内容が豊富な割にはスラスラ読め

る。1人の筆者によって，系統的

に書かれているからであろう。後

半の第3章，第4章は，紙面の都

合でかなり割愛されているが，そ

の部分を詳細に述べることは，本

書の主題を超えてしまう。

筆者の藤森隆郎氏は，森林総合

研究所の育林技術科長として森林

施業に関する研究の第一人者とし

て活躍されている。日本国内はも

とより，欧米，東南アジアなど世



このバー・セットに使用して

いる木材は，紅褐色の織密な材

で，マホガニーと思われる。板

面には，やや色の淡い材を使っ

た寄木細工模様を施してあり，

板の端や柱には，飾り加工があ

り，誠に美麗で，しかも小じん

まりとしたホームバーである。

最近では，ホームバー愛好の

傾向が見られるが，このセツト

のように移動できるものならば，

最初から固定化した設備にする

必要がなく，さらに日I雁大工の

腕前を発揮して，このセットの

様式を倣い，場所と好みに合わ

せた自作の木製バー・セットを

造るならば，ときにはひとり静

かに，時には親しい人との酒興

を味わうのも生活美を求める姿

勢のひとつであろう。

(長い間ご愛読いただき，誠に

ありがとうございました）

界各地の森林・林業を調査，視察

されており，幅広い経験と知識を

持っておられる。そのため，林野

庁でも森林施業に関する研修の講

師，研究発表会等の審査委員など

をお願いすることも多く，さまざ

まな場面で助言をいただいている。

また，各地域の森榊阻業などにも

よく精通しておられる。研究を技

術として現場に普及させるうえで，

もっとも適した方であろう。

本書は，単に施業事例を並べ立

てたものではなく，森林施業を一

つの思想で体系づけ，系統的に解

説しているので，全国各地域の普

及指導職員は，これをもとに地域

や林家の実状に合わせた施業マニ

ュアルを作ることができる。また，

大学などの造林関係の授業の副読

本としてもよいのではないかと思

われる。

（林野庁研究普及課・荒木誠）
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Iwr壹筐壹川

ライフスタイルは自然にやさしいのか

人間の活動が自然保護へ及ぼ

している大きな負荷についての

問題は，多くの識者のみならず，

素人によってもさまざまな視野

から発言され，このごろは大衆

的レベルのものとなってきてい

る。自然に優しい，が時代のキ

イワードとなり,TVや流通誌

紙が，地球的環境悪化の実情と

要因について豊富な情報を次々

に送り出し，ときにはキャンペ

ーンを競い合う。本屋にはエコ

ロジーコーナーも常設されて，

美しい写真と気の利いたイラス

|､がふんだんに挿入された高価

な出版物も少なからず見かけら

れる。今このような情報はすこ

し多過ぎるようにもみえ，また

身近な事象として実感され難い

絵のような状況といった印象が

残るような気もしたりする。広

く啓蒙されることによって，危

慎される近未来の環境危機を回

避するための堅実な方向に発展

するきっかけを培うものとなり，

その実効的力のある林業の社会

的地位が向上するならば，まこ

とに結構なことではある。

巷にはエコロジーブームとい

うことで，意味不明のようなも

のまでがエコ・グッズの別称を

冠せられて生産され，市場を拡

大している。極めつきは，環境

保護寄付金付きのクレジット・

カードの販売で，環境悪化の根

源にある大量消費活動の尖兵の

役割を負うCCが備えた免罪符

のようでもある。このような商

品の生産や選別化は，おそらく

従来からの生産・流通のシステ

ムをほとんど改変することなし

にイメージを加工することで対

応できて，コスト負担が少ない

ため，容易にできたものであろ

う。つまりこのようなモノを生

産するのに，自然環境への負荷

を減ずるための投資や対策をほ

とんどしなくてもよいからだと

いうふうに見るのは，うがちす

ぎだろうか。統計的には知らな

いが，直観的にはわが国の人口

に占める都市型生活者の割合は

急増している。昔からの生活習

慣は実質的意味を失わしめられ

て，深く長い経験の蓄積から正

しく受け継がれてきた自然との

節度ある付き合い方は，ほとん

ど消滅してしまった。新しいラ

イフスタイルが主流となり，自

然･環境との付き合い方にも,ま

るでスポーツ種目のような懇切

なマニュアルが必要となってい

る。昔はいやおうなしにまず身

体で覚えたことが，今は頭で先

に覚えてしまう。自然と付き合

うための道具類も手作りのもの

はなく，大半が商品化された機

能過多のグッズとなり，このハ

イテクなグッズは，例えば野鳥

を苦しめる釣糸だったりして，

自然環境への負荷を大きくして

いるのである。いま若幼年齢層

のすべてがこのような新生活習

慣のみを身につけて育っている。

はたしてこれで，本当に自然に

優しい生活ができるものであろ

うか。これまでの消斑と生産の

構造を本源的に修正しなければ

自然環境への負荷を減らせない

のであり，安易にイメージのみ

の優しさで終わらぬよう，社会

全体が自然の仕組みの法則に則

したライフスタイルとなるよう

に変革することが必要なのだと

思う。（七つ森）

(この欄は編集委員が担当しています）

林業技術No.5891991.4
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広葉樹用材林の間伐法一立

て木仕立て法

諸戸林産㈱手山六郎

山林No.1280

1991年1月p.13～17

わが国の広葉樹林は，一般に，

多数の樹種や形質不良木が混交す

る経済的価値の低い未整理な天然

林で，間伐は，採算がとれないた

め，ほとんど行われていない。

このごろ各地で『育成天然林施

業」が推進されているが，施業モ

デル林の展示などによる現場技術

の具体的指導がなされないまま強

行すると，下層木や地床植生をこ

とごとく伐除すること，天成の優

良な樹幹を疎立・裸出させて不定

芽を発生させることなど，広葉樹

林の特性や経済性に反した育成作

業が行われるおそれがある。

わが国の広葉樹用材林の間伐法

は，ヨーロッパ式幹級を，わが国

に適用するように細別した河田式

や近藤式に代表されるが，ともに

子細にすぎ，現場に下ろすことが

できなかった。

わが国の森林・林業の現状での

広葉樹用材林の間伐法は，保育の

対象を，当初から高質高価な素材

生産を期待できる，優れた樹種・

形質の立木に絞ってこれを「立て

木」とし，「立て木｣の経済的な生

育を妨げるものだけを除く，少労

多収の「立て木仕立法」がよいと

述べている。

ウダイカンバの林分密度管理図

森林総研北海道支所猪瀬光雄ほか

林業技術No.5891991.!l

北方林業44－2

1991年2月p6～9

道内における有用広葉樹の重要

性はいうまでもないが，中でもウ

ダイカンバは材質が良いことから，

用途が広く高級材として利用価値

が高い。

ウダイカンバは，道内の低山地

帯や里山に広く自生し，また，山

火再生林等として一斉林を形成し

やすい樹種である。したがって，

これらの林分についての本数管理

基準が必要である。しかし，これ

までウダイカンバ林については調

査資料の蓄積が少ないため，密度

管理の一般的な基準が得られてい

ないのが現状である。

ここでは，これまでに収集され

たウダイカンバ林の調査資料に，

新たに収集した20林分の資料を

加えたウダイカンバの林分密度管

理図が報告されている。資料数と

しては，必ずしも十分なものでは

ないが，今後，新たにまとまった

資料の収集が困難なため，暫定的

に取りまとめている。推定精度は

トドマツおよびカラマツの密度管

理図に比べてやや低下するが，本

数管理の大まかな目安を得るには

十分なものと考えられている。

酸性雨と関東地方のスギの衰退

森林総研堀田庸

森林科学No.1

1991年2月p.11～18

関東地方のスギが衰退している

ことが確認され，その原因につい

て論議されるようになってからす

でに久しい。スギの衰退が確認さ

れた当初は，社会的に大気汚染が

問題となっており，汚染と衰退の

関係が論議されていた。しかし，

近年ヨーロッパや北アメリカにお

いて酸性雨によるとされる森林衰

退あるいは湖沼の酸閉上が大きな

問題として取り上げられ，社会的，

政治的問題としても論議されてい

る。わが国においても関東地方の

スギの衰退や丹沢のモミの枯損が

酸性雨あるいは酸性霧との関係で

論議されており，酸性雨と森林衰

退については一般報道機関でも連

日のように取り上げられている。

森林総合研究所では大気汚染が

問題となったころより樹木衰退に

関する研究を進めており，現在は

プロジェクト研究として酸性降下

物とスギ衰退の関係の調査・研究

を実施中である。また，林野庁で

は全国的なネットワークで「酸性

雨等森林被害モニタリング事業」

が平成2年度より開始され，森林

総研でも本所および各支所に「酸

性雨モニタリングセンターステー

ション」が構築された。ここでは，

スギ衰退に関する最近の研究の現

状とその成果の一部が紹介されて

いる。

ヒノキのとつくり病抵抗性の

遺伝と育種

大分県林業試験場諫本信義

林木の育種No.158

1991年1月p.19～23

地際部が異常に肥大し，材に致

命的な欠陥をもたらすとつくり病



は，細胞の異常分裂と増殖に伴う

一種の生理障害とされているが，

その分裂，増殖を誘起する原因が

不明であることから真因の解明に

は至っていない。

しかしながら，真因の捕促は達

せられずとも，発生条件やそのし

くみの解明がなされれば，ヒノキ

の造林に資するところが大きいと

考え，著者は十数年前より本病に

関して生長，形質，組織構造，遺

伝的特性，発生条件およびさし木

による抑制の可能性まで含めて，

総合的な検討を加え，その実態を

明らかにするとともに，この病気

を介してヒノキの持つ樹種特性に

ついて追求してきた。

この結果については，すでに研

究報告として上梓されたが，本報

はこのうちから遺伝および育種の

効果について，その後の成果を一

部加え報告したものである。

木製防音壁の試作と性能評価

長野県林業総合センター

武井富喜雄ほか

木材工業46－1

1991年1月p17～22

長野県の特産材といえるカラマ

ツ材は，間伐の促進などに伴い，

中小径材の生産の増大が見込まれ

ているが，中でももっとも需要の

少ない未口径13～16cmの中小

径材の利用拡大を図る目的で木製

の防音壁を開発し，その性能評価

が試みられた。

現在，日本道路公団では，高速

道路用防音壁として，コンクリー

ト製とアルミ製の二種類が使われ

ている。

コンクリート製は主として音の

反射効果を，アルミ製は音の吸音

効果をねらっている。この二種は

場所による使い分けをしているが，

破損片が飛び散るような危険性の

ある所などにはアルミ製が使われ

ている。

木製の防音壁は，木の持つ音響

効果としての遮音性能とドライバ

ーや沿道住民に対する視覚的，感

覚的効果をねらうとともに，破損

に際しても破片飛散の危険性が少

ないことから，どこにでも使用で

きるといった汎用性をもねらった

ものである。

ネパール中間山地における森林

荒廃問題と農牧林生産複合(1)

京都大学農学部門田毅

林業経済No.506

1990年12月p22～30

ヒマラヤ山麓における森林荒廃

と山岳地環境の悪化は，ガンジス

川下流のインド，バングラデシュ

での水害問題と関係づけられ，国

際環境問題として注目を浴びてい

る。

この地域の中核を成すネパール

においても森林荒廃についての議

論がなされてきたが,1986年に完

成されたLRMP報告書により，

ランドサットとフィールド調査の

データを基にした森林資源に関す

る情報が与えられることになった。

他方，林業分野においても，こ

れらの資料に基づいた現状分析と

長期的展望に立ったマスタープラ

ンが作成されつつある。

林業部門においても，東南アジ

アにおけるような木材市場の発達

は見られず，用材生産を継起とし

た森林の保護・造成が進展しない

うえ，自給林産物の代替も進まな

いという状況にある。

このようなネパールの林業事情

に基づき，本論では農村における

自給的林野利用に焦点を当てて，

森林荒廃の現状を全国レベル，農
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村レベルの二面から考察するとと

もに，マスタープランが打ち出し

ている政策に対し批判と検討を試

み，今後の林業発展の可能性を探

っている。

アメリカの森林資源計画と水

問題

森林総研林業経営部餅田治之

水利科学No.196

1990年12月p.1～12

アメリカの森林は森林原野再生

可能資源計画法（略称RPA)に

基づいて，国有林は直接的に，民

有林はいわば間接的に維持・管理

されている。このRPAは木材資

源ばかりでなく，水・鉱物・レク

リエーション・原生的自然・野生

生物等，森林・原野に関係するあ

らゆる資源を再生可能資源と考え，

それらの総合的な計画的管理を行

うことを目的に制定されたもので

ある。

一方，水資源については，1965

年の水資源計画法(略称WRPA)

により，やはり国家的な計画的管

理システムが作られており，水質

問題については,1972年改正の連

邦水汚染防止法(略称FWPCA)

を頂点とした水質浄化・汚染防止

を目的としたさまざまな法律によ

って管理されている。こうした水

の鐘と質を管理する法律と，それ

が規定している各種の行政施策は，

アメリカ環境保護庁が管轄してい

る。

本稿は，アメリカにおける森林

計画の体系を中心に，その中で水

資源問題がどのように扱われ，森

林計画にそれがいかに反映されて

いるかを検討し，併せてアメリカ

の森林資源管理の基本的な考え方

と手法を考察したものである。

林業技術No.5891991.4
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もももdd4444j4Jdd4dd 獄を占める。大学キャンパスに隣

接して1960年に設立された国際

稲研究所(ThelnternationalRice

Reseal･chlnstitute,IRRI)がある。

林学部(CollegeofForestry)

は,農学部設立の翌年1910年に創

設された2番目に古い学部で，フ

ィリピン国ではもっとも古い林学

の研究機関である。林学部には5

つの学科があり，森林・林業に関

係する自然科学，社会科学から林

産物の利用技術に至る林学全般を

網羅している。このほかにInsti-

tuteofForestConservation

(IFC)とFol･estDevelopment

Center(FDC)の2つの付属機関

がある。IFCは研究の調整，出版，

研修などの普及活動のほか，マキ

リン植物園(MakilingBotanical

Gal･den)とマキリン演習林(Ma-

kilingForest)の管理を行ってい

る。FDCは,林政に関する基礎研

究を行う施設である。

林学部の学生数は490人で，そ

のうち241人が4～5年制の学部

学生，115人が2年制の森林レン

ジヤー課程の学生，134人が大学

院生（うち46人が博士課程)であ

る。職員総数は410人で，その内

訳は，教官が67人，研究徳功･普

及・技能職員が106人，暮謡職員

が237人である｡教官のうち26人

刷
紬
側
岬
棚
乢

一
等
）
剛
側
一
Ⅲ
洲会 員の広場

比一日林業共同研究の進展と深化
フィリピン大学と熱帯農業研究センター

の共同研究

田中信 行

はじめに

近年，熱帯林の消滅，熱帯環境

の破壊の問題が世界的に注目を集

め，その解決が重要な政治課題と

もなっている。こうした状況の中，

熱帯の森林や環境の研究の必要性

が叫ばれ，日本でも関連するいく

つもの研究プロジェクトが実行さ

れ始めている。

国立フィリピン大学林学部と農

林水産省熱帯農業研究センターの

間で実施された比・日の林業研究

協力は1976年に始まった。以来

15年を経過した現在，この共同研

究は着々と成果を上げてきている

が，日本ではその内容についてあ

まり知られていない実情にある。

そこで，長期在外研究員として共

同研究に携わった者の立場から，

その概要についてここに紹介した

い。

フィリピン大学林学部

国立フィリピン大学林学部は，

マニラの南東65kmに位置する

ロスバニオスという小さな町にあ

るフィリピン大学ロスバニオス校

(Unive'･sityofthephilippinesat

LosBahos,UPLB)の中にある。

フィリピン大学ロスバニオス校

(写真･1）は，7つの学部（農学

部，林学部，農業工学部，文理学

部，経済経営学部，獣医学部，人

間生態学部）と大学院，および25

の研究所など関連施設を持つフィ

リピン国の農業の岡焼・教育の中

心的な大学である。1987～88年に

は学生数が6.096人，そのうち

1,183人は大学院生,職員数4,459

人,そのうち822人が教官，1,256

人が研究補助・普及・技能職員，

残りの2.381人が事務職員である。

大学キャンパスはマキリン山(1,1

09m)の北東山麓に1,500haの面

写真･1フィリピン大学ロスバニオス校
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は博士の学位を有しているが，そ

のほとんどがアメリカやイギリス

の大学で学位を取得している。

ここの林学部は熱帯アジアでは

数少ない博士課程があり，外国か

らの大学院留学生が多い。1987～

88年では中国，インドネシア，タ

イ，バングラディシュ，ネパール

などから28人に上っている。ま

た，林業技制譜及にも力を入れて

おり，フィリピン国内のみならず，

南アジア太平洋地域からの研修生

を受け入れている。したがって，

フィリピン大学林学部は南アジア

太平洋地域における林学の研究・

教育・普及の1つの中心地になっ

ているといえる。

林学部キャンパスの中には，そ

のほかに林産試験場(Forest

ProductsResea1℃handDevelop-

mentlnstitute,FPRDI)と林業試

験場(EcosystemResea1℃hand

DevelopmentBuel･eau,ERDB)

があり，林学部と研究，情報の面

で密接な関係にある。

熱帯農業研究センターとの共同研究

熱帯農業研究センターは農林水

産省農林技術会議傘下の研究機関

で，熱帯・亜熱帯の農林畜産業に

関する研究を現地の研究機関と共

同で行っている。103人の研究員

を擁して，水産庁関係研究機関を

除く農林水産省の他の試験研究機

関との間で人事交流が行われてい

る。林業担当研究員は3～4名と

少ないが，海外への短期派遣の場

合は必要に応じて森林総合研究所

と連携して対応している。

熱帯農業研究センターとフィリ

ピン大学農学部との共同研究は

1972年までさかのぼるが,林学部

との共同研究が開始したのは

1976年からである。その後1989

年までに滞在期間1～3年半の長

期在外研究員が6名，1～3カ月

の短期在外研究員が延べ27名派

遣された。この間，フタバガキ科

樹種の更新，タケの繁殖と造林，

早生樹の成長と生産，熱帯樹木の

病虫害に関する研究が行われ，す

でに成果の一部は報告されている

(熱帯農研集報43号,65号)｡現在

は1986年以来アグロフォレスト

リーの生産技術の研究プロジェク

トが進行している。

フィリピン大学林学部は林学全

般を網羅する組織を持ち，農学系

総合大学の中に位置し，林産試験

場と林業試験場に近接するなど研

究情報のうえで有利な条件にある。

また，有能な教官がいるほか，勤

勉な研究補助職員や労務職員が容

易に得られることも研究遂行にと

って恵まれた条件である。研究に

欠かせない根気のいる測定，分析，

資料整理などの多くは，教官の指

導の下で研究補助職員や労務職員

が行っている。したがって，人手

を多く必要とする調査・研究を遂

行するにはたいへんつごうがよい。

しかし，いくつかの問題点もあ

る。他の開発途上国の大学，研究

機関と同様に，ここの林学部でも

恒常的な研究費や研究器具の不足

に悩まされている。フィリピン政

府の研究費は額が限られているう

えに，実用化しやすい応用研究が

優先され，基礎的な研究にはほと

んど配分されない。有能で積極的

な教官は，外国や国際機関から研

究費を独得して研究を続けている。

一方で，学生の教育，普及活動，

副業などに多忙なため，研究をほ

とんど行えない教官も少なくない。

インフラストラクチャーが貧弱

なため，電力と水の供給が不安定
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で，電話もあまり普及しておらず

不通になることが多い。週に何回

となく停電にみまわれ，実験や分

析の中断を余儀なくされる。また，

断水により蒸留水製造が停止し，

化学分析が行えないこともある。

特に，毎年来襲する大型台風の後

は，被害の復旧に時間がかかり停

電・断水が長引く。台風の来襲は

この国の経済発展の阻害要因の1

つになっているが，停電，断水，

研究施設の破壊，苗木や試験林の

倒壊などを引き起こし，研究遂行

にとっても大きな阻害要因である。

野外に長時間測定器具を設置す

る場合には，盗難が多いので，見

張りを付けるか，近くに住む農民

の協力を得る必要がある。奥地の

山岳地域は反政府ゲリラと政府軍

との抗争の場となっていることが

多く，調査や旅行を行うには，現

地に詳しい案内人を得るなど十分

に注意を払う必要がある。

マキリン演習林

大学の背後にあるマキリン山は

標高1,109mの休火山で，中腹以

高は天然林に覆われている。山頂

を含むマキリン山の大半の4,244

haが大学演習林に属し,山麓には

早生樹や外来樹種の試験林もある。

標高390mの所に苗畑があり，有

用樹種の苗木を育成し森林再生に

利用している。マニラ近郊の山地

や丘陵地のほとんどが草地やココ

ナツ林に覆われている中で，森林

特に天然林が保護されていること

は意義がある。

しかし，現在，研究目的の演習

林の利用は低調で，ここの森林も

他のフィリピンに残された森林が

直面しているような破壊の危機に

さらされている。問題は，演習林

内に不法に定住し，農耕を営む農

林業技術No.5891991.4
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写真･2不法定住腱民によって開か
れた演習林内の畑地

民がいることである。その数は近

年増加しており，1989年で200世

帯を超えている。農民は演習林内

の森林を少しずつ伐り開き，畑に

替えて果物（パイナップル,パパ

イヤ,ミカン,バナナ,ランソネス)，

ココナツ，コーヒー，かんしょ，

とうもろこし，たまねぎ，しょう

がなどを栽培している。収穫物は，

少量のときは近くの町に，多量の

ときはマニラまで出荷し，比較的

高い収入を上げている。農民は，

畑作のほかに林木や竹を伐採して

建築材・薪炭材を採取し，鶏や豚

など家畜の飼育も行っている。も

ちろん地代も税金も払っていない。

マキリン山の土地は比較的肥沃

なので，森林が伐り開かれ火が入

り畑地になると，その土地はその

後休閑せずに農耕が続けられるよ

うである。農民の増加につれて畑

地の拡大が進み，大学が以前植栽

した試験林が次々と伐採され畑に

替わった。また，森林破壊はより

標高の高い所に進み，現在約600

林業技術No.58919914

m付近の森林まで畑地に替えら

れ始めている(写真･2)。一部の農

民は先祖代々マキリン山で生活し

ていた人たちであり，大学も農民

らの生活権，定住権を認めざるを

得なくなっている。腱民によるこ

れ以上の森林破壊の拡大を防ぐた

めに，大学側が腱民との交渉を持
いま

っているが，未だに農民の活動を

完全には制御できていないようだ。

徒歩でしか行けない減習林の奥

にBagonSilam(新生）という村

がある。選挙のときは農民はその

村で投票ができるという。村には

1982年に作られた小学校もあり，

約90人の生徒を3人の先生が見

ている。この生徒数は演習林内の

要就学児童数の30％程度だという。

農民の生活権と対立するため，

演習林内に研究用の調査地を設定

するのが困難になっているのは，

日本では考えられない現実である。

林学部の一部の教官は，むしろ，

フィリピン国林野庁が各地で行っ

ている造林プロジェクト地を利用

して研究を行っている。一方，フ

ィリピン各地の森林地域にいる焼

き畑農耕民の一例として，演習林

の腱民を教材に利用しているした

たかな教官もいる。

おわりに

日本にはない熱帯の生物，立地

環境が得られる自然条件は研究者

にとって魅力だが，前述のような

研究環境の問題点が研究遂行の制

限要因になっている。15年にわた

り共同研究を持続できたのは，熱

帯農業研究センターから派遣され

た林業担当研究員の努力と，フィ

リピン大学林学部の協力があった

からだと思う。フィリピンの社会

経済は現在も不安定な状態にある

が，今後共同研究を維持発展させ

ていくためには，両機関がいっそ

うの相互理解を深め，研究環境を

できるところから改善していくこ

とが重要と思われる。

（森林総合研究所生産技術部）

アメリカにおける森林総合的利用の－事例
一南中央部コネティカット地域水道公団の水源林管理

伊藤敞

はじめに

ニューヨークの北にあるコネテ

ィカット州の一都市ニューヘブン

市の東方に，美しい落葉広葉樹の

天然林エリー・ホィットニーの森

(EliwhimeyForest)が広がって

いる。この森林は州のオープンス

ペースの中でもっとも広大な連続

する地域にあり,｢南中央部コネテ

ィカット地域水道公団」(South

CentralConecticutRegional

WaterSuthority)の水源林とし

て管理されている。

筆者は一昨年（1989年）の9月，

全国林業改良普及協会主催の海外

林業視察研修団に参加して，この

森林を見る機会を得た。我々は広

葉樹林施業の視察地の1つとして

案内されたのだが，木材生産ばか

りでなく，本来の目的である水源

かん養さらにレクリエーション

および教育的利用，野生鳥獣保護，



風致維持(EliWhittneyForest)

－にも留意した管理がなされ

ており，非常に興味深いものがあ

った｡アメリカにおける"森林総合

的利用"の一事例として,同公団の

森林管理を紹介したい。本稿は筆

者の見聞と同公団から配付された

資料「南中央部コネティカット地

域水道公団保有地の土地利用と森

林管理」(LandsUseandForest

ManagmentontheLandholding

oftheSouthCentralConecticut

RegionalWaterAuthority'))に

よった。

水道公団について

この水道公団はコネティカット

州の特別立法措置によって設立さ

れた公的な法人組織で，同州の南

中央部地域に水を供給することを

使命としている。以前は私企業の

水道会社(NewHavenWater

Company)で，この会社は130年

ほど前につくられている。公団の

保有地は9,650haに及び,その9

割近くの8,500haが森林である

が，会社時代の1901年から1951

年まではニューヘプン市にあるエ

ール大学の森林学部が会社に代わ

って森林を管理していたという。

公団に移行してからは，エール大

学卒の森林官が公団の職員として

森林の管理に当たっている。現在

は3名が勤務している。

公団は水道事業を行っていて，

貯水池15カ所，井戸11カ所と浄

水場を持ち,2,260kmに及ぶ水道

本管によって,地域の住民40万人

に水を供給している。1日平均2

億4が供給されるというが，地区

外にも分けている。水道事業に必

要な施設費，運営費は，すべて消

費者の負担する水道料金によって

賭われている。

森林の概況一多様な広葉樹林

我々の案内された森林はゲイラ

ード湖の東側の一部で，ナラ，カ

エデ，カンパ類の豊かな広葉樹天

然林のたたずまいは，まことに好

ましいものがあった。以下この地

方の森林について，当日案内いた

だいたエール大学森林環境学部の

造林学教授デビッド･M・スミス

博士の資料によって説明する。

アメリカの森林タイプとしては

｢ナラーヒッコリー｣型と「北方広

葉樹一ブナ，カンバカエデ」型の

移行帯にあり，典型的な森林は次

のようである。林相は多様な樹種

によって構成される複層林で，上

層を占めるのはレッドオークだが，

ストローブマツやユリノキ（ハン

テンボク）が上層林冠から頭を出

していることがある。次の層はカ

エデ類やブラックバークなどのカ

ンパ類が占め，下層はカナダツガ

やアメリカプナなどのほか潅木類

が見られる。

構成樹種は多様で，複層林型を

成すが，同一林分ではほとんど同

齢だという。スミス教授はこのよ

うな林を｢同齢複層混交林」(even

agedstratifiedmixture)と呼ん

でいる。同齢でありながら複層林

を成していることについては，次

のように説明されている。

この地方の森林の大部分は1900

年ごろに放棄された股耕地に成立

したもので，二次的遷移を経て現

在の林齢80～90年生の成熟林と

なった。また一部の腱耕地には，

スI､ローブマツやレジノーザマツ

が造林されたが，これにナラやカ

エデ類が入り，現在のような森林

に変わっていったのだという。公

団有林では1,200ha(14%)がこ

れにあたる。したがって，これら
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の広葉樹はほぼ一斉に成立したも

ので,樹種の特性一耐陰性や生

長の速さによって複層林になった

とされている。

我々が訪れたときはまだ紅葉に

は早かったが，秋の紅葉はまこと

にすばらしいそうだ。また，雪の

中の冬木立，春から初夏にかけて

の花木類の花々，新緑など，この

森林の四季を通じての美観は十分

に想像できる。潅木やつる類まで

含めて多様な構成樹種から成る広

葉樹天然林の風致的価値はきわめ

て高いものである。

森林総合利用計画の樹立

一地域住民の意向を反映

前述のように，水道公団はコネ

ティカット州の特別立法によって

設立されたものだが，この法律は

森林管理として保全(conserva-

tion)と両立するレクリエーショ

ン的土地利用にも努めるよう，う

たっているcしたがって，レクリ

エーション利用については以前か

ら行われていたのだが，現在の幅

広い総合的な土地利用計画(inte-

gratedlanduSeplan)が立案さ

れ，レクリエーション利用にも積

極的に対処しはじめたのは10年

ほど前のことである。これは，レ

クリエーション需要の増大という

社会的要請によるものであること

はいうまでもない。

水道公団は1980年に計画案の

作成に着手し，1982年5月に提示

された。原案は公報によって周知

が図られ，また，公聴会が2カ月

にわたって開かれ，900人以上の

市民が出席した。修正案は翌年さ

らに公聴会で議論され，この結果，

計画案は一般大衆の関心と提案を

十分に受け入れたものとして，州

議会の政策委員会によって認可さ

林業技術No.5891991.4
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れたoこのように，計画樹立にあ

たって地域住民の意向を十分に反

映させるというやり方は，いかに

もアメリカらしさを感ずる。

レクリエーション利用

一森林そのものを楽しむ

水道公団の総合的土地利用計画

は1983年から実行に移された｡レ

クリエーション利用の態様は，森

林内の散策，ジョギング，ハイキ

ング，乗馬，冬季のクロスカン|、

リー・スキーイング(歩くスキー）

などで,80kmに及ぶ道路(tl･ail)

が整備されている。レクリエーシ

ョンの在り方は，「多忙な都会の

人々に平穏を楽しむ機会を与え

る」と述べているように,r歩くこ

と」が主体であり，自動車の乗入

れは禁止されている。もう1つの

レクリエーションは魚釣りで，貯

水池の1つが開放され，岸辺から，

または，ボートで釣りを楽しんで

いる。

ここで関心が持たれることは，

レクリエーションのための入林，

魚釣りは有料だということである。

特に魚釣りを希望する人は州の許

可証(statefishinglicense)をも

らう必要があり，また，利用にあ

たっては厳しいルールを守るよう

義務づけられている。入林料や魚

釣り料による収入は，最近になっ

てレクリエーションの利用施設費

や運営費などの支出とほぼ見合う

ようになったという。公団は多く

の人の入込みによる水質への影群

については特に気を使っているが，

運営灘の中にはこのための監視に

要する経費も含まれている。これ

までのところ，レクリエーション

利用によって水質の低下をきたし

たというモニタリングの結果は出

ていないということだ。

林紫技術No.5891991.｣1

また，公団は学校の教師，生徒

のために「自然科学教育計画」

(naturalscienceeducationpro-

gram)にも力を入れだしている。

そのほかエール大学森林環境学部

の大学院生たちのW暁のために森

林を提供しているが，これらは森

林の教育・文化的利用といえよう。

なお，公団は身体障害者の人々

にも森林レクリエーションを楽し

んでもらうように特別計画(spe-

cialprogram)を発展させようと

しているが，これも注目に値する。

野生鳥獣の保護管理

一豊かな生態系

落葉広葉樹の広大な天然林，そ

の中を流れる河川，湖，沼沢は野

生鳥獣など多くの生物の住みかで

あり，豊かな生態系がつくられて

いる。大型の動物はオジロジカ

(whiteteileddeer)と野生の七面

,e(wildmrkey)で，ナラのドン

グリや稚樹の葉を食べている。小

型の鳥類やほ乳類，は虫類，昆虫

類の種類や生息数も非常に多く，

ある貯水池付近での観察によると

213種の鳥類が認められている。

また，白頭ワシ(baldeagle)のよ

うな貴重な種も，しばしば湖や森

林の上空で見られるという。

公団有林内では魚釣り以外は禁

猟だが，これは鳥獣保謹ばかりで

なく，レクリエーション利用者や

隣接する居住地に対する危害防止

のためでもある。しかし，シカや七
妃ら

面烏を狙う密猟者がいるので，5

人の監視員がパトロールしている。

シカが増え過ぎるとナラ類の更

新に支障をきたすが，公団有林で

の生息密度は適当に保たれている。

この原因としては，自然的なもの

のほか，野犬や飼犬に襲われたり，

自動車にひかれたり，密猟される

こともあるからだという。公団有

林では木材の生産も行っているが，

伐採にあたっては野鳥の住みかと

なる空洞木をha当たり少なくと

も3本を残している。また風倒木

や伐採後に林地に残置される枝条

も昆虫類などの生息場所となり，

森林生態系を保つうえで意味があ

るといっている。

森林施業

一保全と経済性の調和

公団有林の榊成樹種のうち約

60種が経済的に利用し得るサイ

ズになるというが，大径木の多い

広葉樹の成蕊淋は木材資源として

も重要なものである。木材生産は

急傾斜地や湿地を除いた7,500

ha(全林地の90%)で行われてい

て，毎年1万nf以上を立木処分し

ている。その58％が用材，42％が

燃料材だが，燃料材の半分は用材

木の末木枝条から得られる｡ha当

たりの平均蓄積は用材木が41±

1.6㎡，燃料材木は115±2㎡で，

枯損を差し引いた年生長量は約2

nf/haという。

用材木の胸高直径は27cnl以上

とされ，その断面被合計は10.2

I,f/ha,その63%が健全木(pro-

gressivegrowingstock)で収穫

の対象となる。クローネの貧弱な

被圧木は27％あるが，これは上木

力雪伐られると生長を開始する。10

％がひん死木だが，伐採はしない。

公団有林では当然のことながら，

皆伐はいっさい行っていない。ス

ミス教授は同齢複層混交林に対す

る施業法を示されているが2)，そ

の1つとして,①各層にわたって

間伐(thinning)を行う，②構成

猿睡のすべてが更新してくる，③

上木を除去する(finalremoval

cutTing),とされているが,公団有



林の作業法はこれに該当する。教

授は傘伐とはいわれていないが，

傘伐（漸伐）に相当すると考える。

傘伐は普通，一斉林型の森林にお

いて予備伐，下種伐，後伐に分け

て行うが，公団有林では前者の2

つを分けていないようで，立木処

分は下種伐として行っている。し

かし，間伐や林分改良など保育の

伐採を中間的に行うことがあり，

視察した林分の中に，下種伐の数

年前に下層のハナミズキ(flower-

ingdogwood)の15cIn以下のもの

を間伐していたが，これは予備伐

といえるかもしれない。この林で

は,下種伐として用材木蓄積の35

％に当たる25㎡/haを収種して

いるが，上木の伐りすかしによっ

てハナミズキの着花は促進されよ

う。説明はなかったが，筆者は風

致施業を兼ねたものとの印象を受

けている。

公団の立木処分は入札で販売し

ていて，伐採木は職員がマークし，

材秋を測定する。この例を2，3挙

げると，1つは面積24ha,ha当

たり37㎡で,用材木蓄職の60%が

収穫される。あとの2つは面積

23.5haと19.4haで，両者とも

ha当たり35㎡である。すなわち

伐採面積は20～25ha程度で，

700～800nfが処分されている。資

料では｢標準的な用材林売却は50

haの林で1,000nf｣だという。入

札で販売する以上，ある程度まと

まった事業量が必要なわけで，自

然環境の保全に配慮しつつ経済的

に成り立つものとして，この程度

の規模の傘伐が実行されるものと

考える。なお，集材は架線によっ

て行われ，よく整備された砂利敷

の林道によって運搬される。

また公団は，年間500人に対し

て薪材採取の許可証を発行してい

るが，これをもらった人は週末や

休日に，チェーンソーを持ち，小

型トラックで山に入る。アメリカ

の家庭では，暖炉やストーブで薪
た

を焚いていて，薪の需要は多いよ

うだ。薪材の伐り出しはレクリエ

ーションと実益を兼ねたようなも

のだろう。用材や薪の販売収入は

公団の運営費に繰り入れられ，水

道料金の引き下げにも役立ってい

るという。

そのほか，水質保全を目的とす

る特別な施業として，湖や貯水池

の岸辺に幅20～100mの針葉樹

(欧州トウヒなど)の樹林帯を設け

ているが，これは風で飛散する落

葉樹の葉が水中に入るのを防ぐた

めのものである。

おわりに

これまでにニューヘプン市の近

郊林でもある水道公団の保有林が

水源林として管理されつつ，レク

リエーション利用，野生鳥獣保護

さらに木材生産を行っている状況

を説明してきた。特にレクリエー

造林者の立場から

なぜ，いま作業道なのか

①若い人たちや女性,高齢者の

参加を期待する

②戦後の山はヘクタール平均

の丸太材積が約250nf,立木

価格は350万円ほどで，この

ような山林では投資する余

裕がなく，林道密度を高める

ことは困難

③複層林を造るため道路の間

隔を100m程度にしたい
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ション需要の増大に対処して総合

的利用計画を立て，さらにこれを

発展させようとしていることは，

わが国の状況に照らし合わせて興

味深い。

森林の総合的利用とは，森林の

持つ各種機能を相互に損うことな

く調和的に活用することだ。わが

国では，今後さらに保健機能増進

として，各地の森林地域でレクリ

エーション開発が進められよう。

しかし，開発の在り方によっては

水源かん養機能，山地災害防止機

能などが損なわれるおそれがある

ことを指摘しておきたい。

ここに紹介した，アメリカにお

ける一事例が，なんらかの参考に

なれば幸いである。

（元林業試験場東北支場長）

注と文献

1)OttoE.Schaefer(Directorof

LandManagement)TimothyC.

Hawley(Forester)両氏による

2)伊藤敵：アメリカ東部の広葉樹
林施業，山林1268,1990.1

佐藤彦一

④一路線延長は千数百m以内，

往復2,000mの作業道を時

速121mで走ると10分で往

復できる。積込みと荷おろし

の機械化が必要

スギを植えて40年，19年の歳

月で作業道の密度は170mにな

った。朝や昼下がりには高い所ま

で自動車で登って作業を始め，高

い所から下りながら作業して，山

登りはしない。工事費を少なくす

林業技術No.5891991.4



42

会員の広場

るために，3年後に完成させると

いう考えで作業道を作っている。

最初の年はバックホーで｢あら道」

を作り，雨や雪で泥を流して路盤

を締め，次の年もバックホーを入

れて崩れ落ちた土を整理し，3年

目に砕石を入れる。そうすると砕

石の量が少なくて済み，土を動か

す経費も1年で作るより少なくて

済む。

少なくとも,50m以上の密度

で，道路と道路の間隔が200m以

内になるように作らないと「山を

登らなくても，歩かなくても，車

で出入りできる」という感じがわ

かない。道路の密度が100mを超

えると，すばらしさが実感できる。

150m以上の密度になれば，低利

用地のはずの山林が，山菜栽培，

茸の栽培，レジャーの場所など，

あらゆる可能性を秘めた存在に変

わり，林内作業の質もレベルが変

わる。何百年も続いてきた林業労

働が自動車社会に参加して大変化

する。

また，山地の評価も高くなり，

面穣が減っても資産価格としては

高いものになる。作業道は若い林

の時代に作り始め，木が大きくな

るのに合わせてお金を投じ，時間

をかけて路盤や幅員などを充実さ

せていくのが望ましいと考えてい

る。

動かす土量を少なくし，適切な

路線設定と工事方法であれば，き

わめて少ない維持費用（メートル

当たり十数円）で長年繰り返して

利用できる。道を通すことによっ

て林業でも農機や建設機械，トラ

ックなどを使うことができる。リ

ースで機械を借りられれば，コス

トを低く抑えることができ，規模

の小さい山林でも十分に採算がと

林業技術No.5891991_4

れるようになる｡｢林の成長と充実

に併せて，作業道も成長し，充実

する」……これが，私の考える山

林の道路作りの理想である。

膨大な投資を続け育ててきた山

林。作業道を作り基盤を整備しな

ければ，これまでの労苦や先人の

努力が無になる。

もっと奔放な論議を

最低が10α以上という，小さな

面積にも造林補助金が出る制度が

できて，苗を背負いながら道路も

ない山また山に分け入った造林者

の多大の労苦の下に，無数の小造

林地ができた。この基準は現在も

続いている。このような造林地で

も，国家資源としては価値のある

ものだろうか。林業労務の枯渇が

予想される状況の中で，造林者の

立場からすれば，市場価値はゼロ

に近い山林が増加している｡｢健康

な森づくり｣のためにも，「資源の

活用」のためにも，個人利用の作

業道，林道にも国庫補助金を支出

する必要があると考えている。

建築資材としての針葉樹の必要

鐘は，今後，生産される趣よりも

少なく，小規模資源は当面無視し

てよいというのが国の考えなのだ

ろうか･･･…。個人の利用する林道

と作業道にも，造林と同じく補助

金を出してほしいと願うのは我利

我欲の考えだろうか。

親子が同居して大きなゆとりの

ある住宅に住み，勤めに出るにし

ても，通勤時間は30分から1時

間。人生をリフレッシュできるよ

うな，朝夕百姓，日曜百姓。生涯

の所得のうち，生活に使える部分

は都会よりも多く，休日には，立

派に成林した山林で,｢なくっこ遠

足」のような雰囲気の軽い作業を

する。このような暮らしこそ，21

世紀の市民生活に期待されるもの

ではないだろうか。

過疎化による腱山村の共同精神

の喪失は，まず共有林を荒廃させ

た。若い人たちの流出が続き，通

常の経済活動（企業誘致・地場産

業の振興など）もできなくなって

いる地域もでてきた。このように

なった地域の開発の将来展望は，

発展途上国ほどもないようにも思

う。

農家の兼業は，地域社会の安定

要素であるばかりでなく，作業の

季節的制約を避けられない林業や，

農村社会にとっては，大きな安定

要素だった。しかし，これまでの

ように，余剰労働力としての兼業

労力の視点からではなく，まった

く違った『地域維持のため」に，

新しい位置づけをしながら，兼業

労働力の農山村の地域維持の役割

を考えていく必要があると考える。

そのためにも今こそ，農業や林業

の基盤を，飛躍的な速度と内容で

改良し，整備しなければならない

ときだと思う。

秋田県でも，10万農家の新規就

業者は'Uターン者を含めて100

人を割った。林業は腱業以上に厳

しくなった。跡取りのいない山村

地域や，老人世帯が急激に増加し

ている。若い人たちが，汚い，き

つい，危険な仕事を嫌う……とか

いわれている。そのような仕事を

嫌うのは当然とする社会の雰囲気

もあるが，農林業から離れるもっ

とも大きな原因は，外国の農林産

物との競争に敗れたからではない

か…。農業や林業が，その他の企

業の仕事や，産業の近代化競争に

遅れをとった……と考えて，地域

の政治の現状や将来，あるいは発

展構想まで含めた生まれ故郷の姿



に大きな不安を持つからである。

確かに，山村の生活環境の遅れと

改善のテンポを考えると大きな不

安がある。

21世紀の初めには,通常の社会

生活を維持できなくなる山村が出

ることも心配される。しかも，経

済社会の発展に比較して，水田，

畑地，山林の基盤整備が遅れてい

る。これからの10年間は，それら

の飛躍的で革新的な，しかも，大

規模な近代化を実現しなければな

らないときだと思う。

社会的にも経済的にも，明治，

大正，昭和と，山村で優位に立つ

職業は，営林署職員であり，教師

であり，役場職員だったが，今，

職員の子弟が林野の仕事に就くこ

とはまれになり，職場内でも，子

供の時代を期待する雰囲気は少な

くなっていると聞く。親の職業を

尊敬しない雰囲気の中で，林業の

振興を唱えたとしても空念仏にな

る。生き物を育てる峨場での技能

は，機械操作のようにマニュアル

ブックで取得できるものではない。

技能の「ともしび」を絶やすこと

なく，消すことのない合理化が強

く望まれる。

田植機，コンバイン，チェンソ

ーの普及を見るごとく，経営の現

場に適合した機能を持つ良質な機

械が現れれば，林業の機械化は瞬

時に行われる。林道・作業道を作

れるか，小流域単位の経営共同化

などの基盤整備を町や村，森林組

合が行えるか，このことこそ山村

の生き残りの緊急課題である。

森が一般社会に解放されて,､森

に人が入り，きのこも採れるし山

菜も採れる，ハイキングもできる，

そういう場所になってほしいと思

う。山の仕事に普遍性が生まれれ

ば，いちばん難しいところだけを

投稿募集要領

43

会員の広場

プロがやり，ほかのところを一般

の人がやることも可能である。お

にぎりを持って山に入り，ハイキ

ングをしながらの林業もできる。

管理をきちんと続けていけば，

戦後植えた木も鎮守の森みたいな

木になる。すごい面積の森林が，

鎮守の森みたいになる｡｢巨木の森

を持った国」…･･･日本は世界から

うらやましがられることになる。

森を造り，そして守っていくこ

とは，誇りの持てる仕事なのだと

いうことを身をもって訴えていき

たい。現にドイツやスウェーデン

では，林業の復興が進み，林業者

の社会的地位も収入も上がってき

ている。国民的合意があれば，そ

れと同じことが日本でやれないは

ずがないし，やらなくてはいけな

い･･･…と考えている。

（秋田県雄勝郡・農林家）

■技術体験の紹介，実験･調査等の結果の発表。要点をできるだけ簡単に書いてください[400字詰原稿

用紙12枚以内（図・表・写真を含む)〕

■日常，業務にたずさわっての林業全般（林業政策･技術振興等）に関する意見･要望，本会運営に関す
ること，会誌についての意見等(400字詰原稿用紙8枚以内〕

■身近な問題・話題についての意見・感想等〔400字詰原稿用紙8枚以内〕

口|壹記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せください

口原稿は誌面の都合で短くする場合もあります｡原稿の採否,掲載の時期はできるだけ早く本人にご連絡
いたします

ロ原稿には，住所・氏名（必ずふりがなをつける）・職業（または勤務先）および電話番号を明記してく
ださい

口掲載の分には，薄謝を贈呈いたします

口送り先〔〒102)東京都千代田区六番町7(社）日本林業技術協会編集部

訂正とお詫び

先月号の農林時事解説に，次のような誤りがありました。ここに訂正しお詫び申し上げます。
35ページ21行目･…･真壁工法→大壁工法
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林 業関係行事 一覧

月4

行・事名区分 期間 主他団体・会場・行事内容等

埼 第8回朝日グリーンセミナ

平成3年度全国優良木材展

示会

第3回優良国産材並びに国

有林材展示会

第10回静岡県乾椎茸箱物

品評会

第15回東京国際グッドリ

ピングショー

第2回森と花の祭典－

みどりの感謝祭

第39回大阪府植樹祭･緑の

文化園オープン式典

森林文化協会。東松山森林公園(埼玉県)。テーマ？憩いの森（4～12
月まで毎月1回。計8回を関東近圏で実施）

柵全日本木材市場連盟。4/15：辻井木材市売㈱向日町営業所（向日市
森本町字佃)。5/2：京都府福天木材協同組合（福知山市新庄525）

細愛知県木材市場連盟。4/16？東海木材相互市場熱田市場（名古屋市
熱田区花表町21-1)。5/17：同大口市場（丹羽郡大口町大字河北）

静岡県経済農業協同組合連合会｡伊豆中央農業協同組合椎茸共販所(修
善寺町柏久保108)。審査により優秀な出品物に林野庁長官賞を授与

東京国際見本市協会。哨見国際見本市会場（東京鋤

玉
都
知
岡
央

4.13

4.15,5.2

4.16,5.17

4.23

4.24～29

4.28～29

4．29

一一

節1

愛
静
中

国土緑化推進機椛。日比谷公卿（東京都)。rみどりの日」記念行蕊〃

火 阪 大阪府ほか。生駒の山ふところに盤備，オープンしたr緑の文化園」
において，式典，記念植樹のほか多彩な緑化イベント，スポーツイベ
ントを開催。連絡先：大阪府腱林水産部緑の環境整備室緑化係・朝加
(壷06-941-0351内2753）

月5

区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

中 央青空フェスティバル'915．3，5．5 卿森林文化協会，くもん子ども研究所。東京，大阪の2会場において，
｢子どもと自然・文化．未来」をテーマとしたページェントを展開し，
人と人とのコミュニケーション，人と自然のかかわりの大切さを考え，
実感させる。東京会場：5/3（雨天時は4日)，新宿御苑にて（首都圏
在住のファミリー約2万人）大阪会場：5/5（雨天時は6日)，日本万
国博覧会記念公園にて（京阪神在住のファミリー約3万人）参加蟹無
料（ただし公園入園料は参加者負担）

宮城県。白石市市民会館b全国のこけしを広く紹介宣伝し，こけし美
の鑑賞とその認識をさらに深めるとともに，民芸品としての優れた品
質・意匠および技術の向上を図り，観光産業の振興発展に寄与する

伽森林文化協会。神奈川県神武寺と池子の森。標題：「基地の森」

富
国

城|篭P全日本こけしｺﾝ'5.3~？

神奈川第8回朝日グリーンセミナ5.11

－（第2回）

岡山第45回愛鳥週間｢全国野鳥5.11～12

保護のつどい」

全国第35回㈹全日本木材市場5．15
連盟定期総会京都大会

中央第8回森林の市5.17～19

卿日本鳥類保護連盟。岡山県御津郡建部町田地子。吉備高原建部家族
旅行村『たけべの森」

㈹全日本木材市場連盟。京都市二条城前，京都全日空ホテル

林野庁ほか｡都立代々 木公園内B地区(NHKホール横)。テーマ：「森
林と健康｣｡森林の体験コーナーや苗木プレゼントなど盛りだくさんの
催しを実施

側森林文化協会，くもん子ども研究所。アウトドア・ライフが注目さ
れ，自然が新たな家庭教育の場として見直されている中で，子供たち
に教えられる正しいアウトドア・ライフの方法・マナーさらには自然
保護について，父親自身にキャンプ生活を体験し多角的に学んでもら
う。関西地区：5/17～19,滋潤県高島郡朽木村，側森林文化協会r朝
日の森自然研修所｣。関東地区：5/31～6/2，群馬県沼田市玉原，卿森
林文化協会「玉原朝日の森ロッジ』。定員：関西地区55名，関東地区
45名

父親のためのアウ|､ドア・
スクール

、
〃
》

穴
咄
”
●

Ｔ
ｌ
上
〆
、
〉

一
一
７
１
１
３
●
●

５
５

〃
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中

全

神

45

区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

〃

〃

国第36回日本木材青壮年団

体連合会全国会員岩手大会

および第15回全国児蹴･生

徒木工工作コンクール

第22回国際木材保存会議

5．18

5.20～24

5．28

日本木材青壮年団体連合会。盛岡グランドホテル

棚日本木材保存協会。京都市左京区宝ヶ池国立京都国際会議場。木
材保存技術分野における情報の交換と研究の推進を図る

㈱日本林業技術協会。日本林業技術協会5階会議室。わが国林業の第
一線で実行または指導に従事する林業技術者が，それぞれの職場にお
いて林業技術の推進のため努力し，その結果得た研究の成果や量重な
体験等について，具体的にその事例や成果を発表する

柵日本建築材料協会ほか。大阪マーチヤンダイズマー1，ピル2階展示
会場。全国のあらゆる優秀な建築材料と設備機器など一堂に展示し，
各種建材および設備機器等の普及啓蒙と業会の発展に寅する。テー
マ：『感性と技術のシンフォニー』

森林浴の森全国協議会。桐生市文化センター（桐生市稲荷町6番2
号)｡21世紀へ向け自然と共生した真に遥かな国づくり,地域づくりの

在り方や，それを通した人づくり，生活環境の整備などを進め，新た
な文明創造を目ざすための方策を話し合い，また，自然と鯛和した緑
のまちづくりを行っている全国自治体との交流を行う｡テーマ：｢緑の

大地，豊かな未来」

伽神戸国際交流協会。神戸ポートアイランド。住宅，建枕住宅設備
機器業界の発展と，一般への啓蒙・普及を目的とする国際見本市

央|¥37回林業技術ｺﾝﾃ”

国第11回'91総合建築材料・

設備展

5.29～6.1

戸

桐生市制施行70周年記念
第5回緑維新全国シンポジ

ウム

国際建材・住宅設備総合展

rKOBEインターホーム

'91」

5．30

5.30～6.2

もり

｢第8回森林の市」開催のお知らせ

最近における緑資源の確保についての国民的要請の高まりに対処し，森林・林業および国有林
野事業の役割等について，国民の皆さんに理解を深めていただくため，昭和59年度から｢森林の
市」を実施してまいりました。毎年度大変好評を博しておりますことから，本年度も継続し重ね
て第8回の「森林の市」を下記により実施することといたしました。多くの皆さんのご来場をお
待ちしております。

1．テーマ「森林と健康」

2．日時平成3年5月17日（金）～19日（日）（3日間）10：30～17：00
（雨天決行）

3．会場都立代々木公園B地区(NHKホール横）

4．主催林野庁，森林の市実行委員会

後援東京都，日本放送協会，（社)日本民間放送協会，（社)日本新聞協会
もり

5．実施内容森林の産物の展示・即売，アウ1､ドアライフコーナー（キャンピン
グカー，テント等キャンプ用品，アウトドアスポーツウェアなどの
展示即売と森林を楽しみ，森林を汚さない野外料理法を紹介)，森
林・林業展示コーナー（スギの花粉問題を取り上げます。林野庁は
スギ花粉問題にどう取り組んでいるか，東京近郊のスギ林の分布，
スギ花粉の発生のしくみなどをビデオやパネルで紹介),アトラクシ
ョン（18日（土）は，村山二郎さんのグループ8名による「篠笛コ
ンサート」と静岡県天城湯ヶ島町の「イノシシの曲芸」のステージ
を予定。19日（日）は，新潟県佐渡･相川町の「鬼太鼓｣，静岡県天
城湯ヶ島町の「天城連峰太鼓｣，新潟県入広瀬村の「鬼面獅子太鼓」
の太鼓の競演と新潟県六日町のアイドル「リナandナオミ」が六日
町イメージソングで，ふるさとをPR)等盛りだくさんです。なお，
各日とも開会時に苗木のプレゼントを行います。

6．問合せ先林野庁業務第一課内森林の市実行委員会
B03-3502-8111(内)5277,直通壷03-3591-0884

林業技術NO.5891991.4
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日本林業技術協会第46回通常総会･創立70周年

記念式典ほか関係行事のお知らせ

総会･創立70周年記念式典ほか関係行事を下記のとおり開催いたしますので,ご出席くださいますよう

ご案内申し上げます。

記

月 日 時間

5月28日（火） 9:00～16:30

17:30～21:30

5月29日（水） 13:00～14:00

14:30～16:30

’

16:40～18:30

T

協 会のうごき ’

◎海外派遣

3月14～23日,メキシコ市およ

び周辺地区植林計画に係る予備調

査のため，小原国際事業部次長を
派遣した。

◎林業技士資格認定委員会

平成2年度林業技士資格認定委

員会（委員長片山正英氏）同専門

部会を3月15日,本会会議室にお

いて開催,試験合格者73名,無試

験認定者124名を決定した。

なお，平成3年度の試験案内は

6月上旬の見込み。

◎番町クラブ3月例会

3月12日，本会会議室におい

て，市民相談活動推進委員会事務

局次長，上西和郎氏を講師として

｢年金制度のQ&A｣について講話
および懇談した。

◎調査部・技術開発部関係業務
1．3月8日，森林資源予測調査

第2回検討委員会を本会にて開

林業技術No.5891991.4

行

第37回林業技術コンテスト

コンテスl､参加者都内見学

事 会 場

日林協5階会議室
はとノャス

支部幹事会

第46回通常総会

第37回林業技術賞受賞者の表彰

第37回林業技術コンテスト受賞者の表彰

第2回学生林業技術研究論文コンテスト

受賞者の表彰

創立70周年記念支部活動功労者等への

感謝状の贈呈

永年勤続職員の表彰

創立70周年記念パーティー

虎ノ門パストラル零

(東京腱林年金会館）
東京都港区虎ノ門4－l-l
TELO3-3432-726]

＊〔交通？東京駅一．地下鉄丸ノ内線霞ヶ関駅乗り換え日比谷線一神谷町駅下車徒歩2分〕

催した。

2．3月11日,森林活力調査第3

回委員会を本会にて開催した。

3．3月12日，リモートセンシン

グによる山地災害モニタリング

システムの開発調査第2回委員

会を本会にて開催した。

4．3月15日,国民参加による新

たな森林管理システムの構築に

関する調査について，首都圏林

務課長会との懇談会を本会にて

開催した。

5．3月18日,土石採取等許可基

準調査第2回委員会を本会にて

開催した。

◎調査研究部関係業務

1．3月1日，九州中西部地域整

備計画調査第2回委員会を熊本

市において開催した。

2．3月6日，森林の整備水準・

機能計量等調査第2回委員会を

本会にて開催した。

3．3月14日，特用林産物消費・

流通情報システム開発委託調査

第2回委員会を本会にて開催し
た。

◎熱帯林管理情報センター関係業

務

3月28日,熱帯林管理情報シス

テム整備事業第4回調査等委員会

を本会にて開催した。
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先端事例の重点ポイントを解説
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上飯坂實編著
A5判/208旬定価3,090円(本i本3,000円)/〒260

本書は，日本学術会議林学研究連絡委員会（第1蝿）にお

蕊
1.インドとタイの社会料錐(名村＝郎)/2.モンスーン・アジアにおけ
る織林･林業の態嫌(永田信)/3柵全村錐の‘'朧性(力罐陶/4．
西アフリカの樋鯛靴f政の課題(勝俣鋤/5.ケニアにおける社会*燦
（渡辺樹/6.12識的な林業理念への蝿股（熊崎実）
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〆

総合森林学

１
１
１
１

現代林学講義／全10巻
既刊5冊

1

1

/〒260

’10.測閥学
▽
■
，
９ A5判334頁農薇1鯛税込)/〒310A5判192頁穏濡鯖税込)/〒260 南雲秀次郎･箕輪光博共著~－

A5判/256頁/定価4,635円(税込)/〒310

図書のお知らせ

日本の森林土壌 B5判・706頁

本体15,000円

付．日本の森林土壌分布図(200万分の1．多色刷),林野庁監修／「日本の森林土壌」
編集委員会編集

今を去る昭1I22年，陸l有林野土壌調査事業が開始され,llf{fi129年からは，民有林
の土壌調査(適地適木調査事業)も1%'飴された。以来，全臓'数千名の技術者により，
四半世紀余にわたり実施され，そのI淵代領域は，わが'卿森林Ini秋の7割に及ぶ休業
の達成となった。本曹は，これまでの両調査の成果を総柄し，わが国森林二,嬢の蝦
I高到達城をしるす普として編曽んされたものである。

酋堅雲乳嘩｣:'"2

日本林学会第100回大会記念

都市と森林森林と人間との共存の道を求めて…
B6判・111頁・定価865円（〒別）企画・編集日本林学会

第一部記念講演人・森林．そして文化〔木村尚三郎〕／脱都市化と森林〔下河辺淳〕
第二部パネルディスカッションレクリエーション活動とみどりの開発〔原重一〕／帯広の森とまちづく
り〔田本憲吾〕／都市における河川環境〔高橋裕〕／河川水を絆に支え合うべき都市と森林〔中野
秀章〕／都市工学から見た森林〔伊藤滋〕／森林配撒の見直しを－地方からの発想〔北村昌美〕／
質問と討論／出席者略歴／日本林学会第100回大会記念行事の企画と実行経過

発行日本林業技術協会
隅

地瑁

1.科謀議謹勤蕊諭~－－ 3.林政学

4.棚坊工学~‐ 5.称業工学
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■KADEC-Uシリーズの用途

気象観測:温度､湿度露点､風I靴風速､11M･II射、

積雪､雨股､気圧荷度､白命測温抵抗体
水文計測水位､水質(PH"､瀧迦流撒潮位波i闘

士木計測:沈降沈下､水分(蒸発雌;|･)､ひずみ．
伸縮傾斜
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ロタマヤの測定機器:気象システム/測胤経紳熊データロガーKADECシリーズタ理､測定システ

ム/ノーマルブﾗﾑﾗｲﾝ装樅､外部測股機材測水/蒲密音響測深機､デジタル流速制・測量/光

波測距儀1I1凱象観測セット､小型II1光器､II'1照器､水準測最用電卓､水準測妓用ﾌ゚ ﾘﾝﾀ､測f't川

六分機､マイクロメータ、‐糊:分座雌デジタルIni欲測定器/PLANIXシリーズ､エリアラインメータ

航海,汁器/航海川大分雌.デジタル航法'il･算機

B17AM/AMAタマヤ計測ジコデム慌式言社
〒104束京都中央区銀座4-4-4アートピルTEL‘O33561871IFAX､0335618719



●日林協が小・中学生に贈る
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	1991年04月号目次 
	論壇_森林を巡る国際的な議論の展開

	作業道における今日的課題

	作業道の作設と維持

	あの山はどうなった2_風害跡地更新未処理林分(シシヤモナイ国有林）

	あの山はどうなった3_成長限界試験林20年の成績

	森へのいざない-親林活動をサポートする13_ネイチャーゲーム(1)-やわらかい日ざしの下で

	木の名の由来37_モモ(桃)

	風土と薬用植物(新連載)1_ふるさとから学んだ薬草

	森への旅25_ユキツバキの咲く山里

	農林時事解説_林業センサスは語る／統計にみる日本の林業_わが国の森林の現状／林政拾遺抄_森林は民生のゆりかご

	木と住まいの美学<最終回>すてきなホームバー・セット／本の紹介_多様な森林施業／こだま_ライフスタイルは自然にやさしいのか

	Journal of Journals

	会員の広場_比―日林業共同研究の進展と深化-フィリピン大学と熱帯農業研究センターの共同研究

	会員の広場_アメリカにおける森林総合的利用の一事例-南中央部コネティカット地域水道公団の水源林管理

	会員の広場_造林者の立場から

	林業関係行事一覧

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


